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会 議 録 

会議の名称 つくば市文化財保護審議会（第１回） 

開催日時 令和元年７月１８日 開会１４：００ 閉会１６：１０ 

開催場所 市役所４０１会議室 

事務局（担当課） 教育局文化財課 

 

出 

席 

者 

 

 

 

 

 委員 

 

 

藤川昌樹会長、田中ひとみ副会長、大関武委員、 

岡野一穂委員、毛塚裕之委員、徳丸亞木委員、 

中村幸雄委員、橋本喜美子委員 

 

 その他  

 事務局 

 

教育局中山次長、文化財課美野本課長、石橋課長補佐、石川保存係長、

広瀬活用係長、山本保存係主務、五十嵐保存係主事 

 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数     ０  人 

非公開の場合はその

理由 

 

 

議題 

 

 

 

 

 (1)平成 30 年度主要事業概要報告について 

 (2)令和元年度主要事業計画概要について 

 (3)その他 

会議録署名人  確定年月日  

 

会 

議 

次 

第 

 

 １ 開会・挨拶 

 ２ 議事 

 ３ 閉会 
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＜挨拶：中山次長、藤川会長＞ 

 

審議内容 

(1)平成 30 年度主要事業概要報告について 

事務局 ： 配布資料に基づき説明。 

委員  ： 平沢官衙遺跡歴史ひろばについて、行事等で多くの人が訪れているようですが、一

方、年間で見ると来場者数が減少しているのはなぜでしょうか。 

事務局 ： この数字は案内所で数えているものですが、特に春の桜の時期には１日に 500 人

とか 1,000 人の方が訪れています。30 年は桜の時期が３月で、その分が 29 年度に

カウントされているために少なくなっているというのもあります。全体の印象で見

れば、大きく増えてもいなければ大きく減ってもいないように感じます。 

委員  ： 歴史文化教育支援の出前授業について、中学校での開催が無いのは何とかしたいな

と思います。社会科としては難しいかもしれませんが、つくばスタイル科のなかで活

用できるのではないでしょうか。 

事務局 ： 出前授業は申出を受けて行っているのですが、過去をみると桜中学から一件あった

以外は聞かない状況です。去年は台風のため行えませんでしたが、毎年夏に先生方に

向けた研修を開催していまして、その際に出前授業の宣伝も行っています。 

委員  ： 夏休み自由研究相談室での８件あった相談は、具体的にどのような内容が多かった

のでしょうか。 

事務局 ： 谷田部小学校で地域の歴史を調べる宿題が出たらしく、同校の児童が多く来室しま

した。また小中学生を想定したものでしたが、自由研究に取り組んでいる高校生の来

室もありました。 

副会長 ： 自由研究相談室はいつ、どこで行っているのでしょうか。 

事務局 ： 部屋は市役所の文化財課がある４階会議室、まさにここで行っていまして、郷土関

係の本や土器を置いたりして自由に来室できるようにしました。去年は８月 21 日、

22 日に開催していましたが、自由研究の相談には時期が遅かったのではないかと考

え、今年は８月７日、８日に開催します。 

委員  ： 施設利用と出前授業に関して、例えば小学校から市の展示施設で説明を行ってほし

いと依頼があった場合、その参加者は「６ 文化財資料館（展示施設）維持管理」の

施設利用者数と「８歴史文化教育・活用」の出前授業の参加者数の両方でカウントさ
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れるのでしょうか？ 

事務局 ： 施設利用者数としてカウントしています。その中で資料１の６（５）①では解説の

依頼があった小中学校の数を（）内に示しています。 

委員  ： 歴史文化教育の成果として取り上げれば、これだけ学校の方では文化財の専門の先

生から説明を受けたいという要望があるのだという、アピールになるのではないかと

思います。実際に、学校の教育現場は文化財課の専門の方を必要としています。 

事務局 ： 重要なありがたい指摘ですので、小中学校の文化財展示施設利用は「６文化財資料

館維持管理」の「（５）その他」と「８歴史文化教育・活用」の「（３）学校への歴

史・文化教育の支援」を関連させるようにしたいと思います。 

副会長 ： いまの話に関連して、講座を行う際に何か定型のプログラムのようなものはあるの

でしょうか。よくやられていること、要望が多いテーマなどあるかと思うのですが。 

事務局 ： 出前講座全般の話になりますが、文化財課の場合は基本的に定型のものはなく、依

頼された方と打合せさせていただいて、どういったことを聞きたいのか意向を受けオ

ーダーメイドで作っています。ただ素材がもともと集まっているので、そこまで時間

をかけているわけでは ありません。 

副会長 ： 各学校でそれぞれの要望もあるかと思いますが、「学校向けにはこういうものがあ

ります」というメニューのようなものがあれば良いのではないでしょうか。プログラ

ム集やメニュー表のようなものがあれば、学校の先生にとっても「こういうことがで

きるのか」というヒントになるのではないかと思います。 

事務局 ： 文化財課の担当によって話すことがバラバラになっているため、統一したプログラ

ムを作ろうとしたことはありましたが、そこまで手が回らなかったという経緯があり

ます。ただ、仰ることは必要と考えていたため、今年は増員もあり人の余裕も出てき

たので資料を分類し、まとめる作業を開始しています。そういったものを学校に持っ

て行ければと考えています。 

委員  ： 今のことに関連して小学校の現場の話をさせていただいますと、文化財課で作成し

た『ちょっとむかしの暮らし』のリーフレット、この資料が学校現場で非常に人気が

あります。学習指導要領が来年度変わり、今は移行期間なのですが、そういったなか

でもこれは非常に好評だと聞いています。それからもう一つ、県で作っていた『輝く

郷土の先人たち』という本が去年までは県内全ての４年生に寄贈されていたのです

が、今年度から無くなってしまいました。そのようななかで、文化財課主催の巡回企
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画展で展示した際に作った飯塚伊賀七のリーフレットは、有効な教材として学校の方

でも助かっています。 

事務局 ： 学校向けの資料を作るための予算を毎年少しずつ取っています。ほかに戦時中の飛

行場や平沢官衙遺跡のパンフレット、あるいは年表ですとかを作ってきており、そう

いうものを学校に配れるよう毎年考えています。 

副会長 ： それに関連して、移動博物館のようなものがあると良いかと思います。茨城県自然

博物館では車ひとつに自然に関する標本や剥製を積んだセットがあり、それが学校を

巡回しています。あまり大きなものなどは無理でしょうが、何か子どもたちが実物に

触れることができる移動博物館のセットが資料と併せてあれば活用できるのではな

いかと思います。 

事務局 ： 学校の出前講座で古い時代を扱うようなときは土器などを見繕ったりしています

し、先生のなかには県教育財団出身の方も学校におられるので「これを借りたい」と

いうものがあれば教材として貸したりもしています。移動博物館については考えたこ

とはありますが、やらなかった理由の一つとして、つくば市は広いのでそれぞれの地

域のものを持って行った方が生徒の反応が良いということがあります。例えば茎崎や

谷田部の子どもたちには、筑波山麓の土器を見せるよりも、「学校の隣にこういう遺

跡があったんだよ」と言った方が興味の示し方が違うので、なるべく近くのものを持

って行くようにしています。 

会長  ： 桜歴史民俗資料館で用地を買収したという話がありましたが、旧市庁舎の後は市と

してはどのように使っていく予定でしょうか。 

事務局 ： まだ決まっていないようです。桜歴史民俗資料館の土地についてはこれまで借地だ

ったのですが、区画整理事業によって所有者がＵＲ都市再生機構に変わり、元の所有

者の土地が区画整理地内に換地されたため購入する必要が生じました。 

会長  ： トイレの改修も進んでいるとのことでしたが、立地としてもつくば市のなかでもか

なり端に寄った場所ですし、そこでどこまでやり続けて行くのかということはどこか

で判断しなければならないと思います。桜でやっていくということであれば本格的に

リニューアルすることを考えてもいいかもしれませんし、そうでないならば、二重投

資を避けるためにも新しい施設を造ることも考えられると思います。保存活用計画も

策定されたことですし、そろそろ中長期の計画を立てるべきではないでしょうか。 

事務局 ： 施設のあり方についてはまさに保存活用計画のなかで検討しようとしたものの結論
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が出なかった部分で、来年再来年という話ではなく時間をかけて検討していく必要が

あります。今はそれぞれの施設を活かしてやるしかないと思うのですが、10 年くらい

先を見据えて継続的に審議会のなかでも話題にしていきたいと思います。 

会長  ： 施設のあり方について、市の総合計画や実施計画のなかではどのような位置付けに

なっているのでしょうか。 

事務局 ： 博物館などは入っていませんが、今の教育委員の方のなかにも中心的な建物が必要

であるとの考えをお持ちの方もいらっしゃいます。 

副会長 ： 金田官衙遺跡との関連として何か考えられないのでしょうか。 

事務局 ： 今すぐの話ではありませんが、すぐ近くなので桜資料館を史跡のガイダンス施設に

するということも、新規に作る等その他の選択肢と同様に考えられます。 

会長  ： つくば市も広いので、一か所に大きい施設を建てるのが本当に正しいかも分かりま

せん。それも含めて様々な議論を進めていく必要があると感じます。 

 

(2)令和元年度主要事業計画報告について 

事務局 ： 配布資料に基づき説明。 

委員  ： つくば物語が今年度休止とのことですが、山麓秋祭りは例年どおり行うのですか。 

事務局 ： 山麓秋祭りは開催します。つくば物語がない分、市観光部局では秋祭り全体への支

援を強化していく方向と聞いています。文化財課でも、例年地元 NPO が継続してきた

平沢官衙遺跡歴史ひろばでのミニコンサートに加え史跡ウォーキングを同日開催と

して、連携しようと計画しています。 

会長  ： 薬師堂について、以前より傾斜は進んでいます。雨漏りしているわけでもなく、そ

こまで急速に傷みが進行するわけでもないのかもしれませんが、やはり市が計画的な

修繕の呼び掛けなどを行っていく必要があるのかもしれません。ここ以外にも危ない

ものは恐らく色々とあるかと思います。 

事務局 ： 一気に修理希望が出ても、「では支援をしましょう」とは中々できないかとは思い

ます。 

会長  ： もちろん、台風などが来た際に予想外に傷みが出て「なんとかしてほしい」という

声が出てくる場合もあるかと思いますが、ある程度ビジョンを持っておかなければな

らないと思います。受け身でやっていると、この先、市の文化財は大変なのではない

でしょうか。 
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事務局 ： アンケートを通じて「直したいか」という意向も聴いてはいますので、修理の長期

的な計画は順次整備していけると思います。 

委員  ： 市指定文化財で早急な対処が必要なものは何件くらいありますか。 

事務局 ： いま話しがあるのは２件程です。ただ具体的な修理等の金額が出てみないと、どう

いった対処ができるか分かりません。 

会長  ： お金をもっているところは修理ができて、ないところは修理ができないという可能

性もあります。こういうところこそ市が気をつけないと文化財が失われてしまうの

で、気にかけてほしいです。 

 

事務局 ： 文化財サポーター事業について資料６に基づき説明。 

委員  ： 文化財のパトロールは今もやっているのでしょうか。 

事務局 ： 県文化財保護指導委員と一緒に年２回巡視しています。文化財サポーター事業での

巡視活動はそれよりももっと活用と一体となったイメージです。また、今やっている

巡視は県の事業で国・県指定文化財を中心に巡視しているため、その分、市の文化財

の巡視が甘くなっている面もあります。所有者の方が見せてくれるかというところも

ありますが、みんなで見に行って価値を共有すれば所有者の方にも誇りを持ってもら

えるのではないかと考えています。 

委員  ： ボランティア養成について、11 月から１月までの全６回の講座を受ければ誰でも

免許皆伝になるのでしょうか。何か審査はないのでしょうか。 

事務局 ： 落とすためのものではないですが、実際に施設の解説をしてもらうなどの審査をす

るつもりです。現在、小田城跡などでもボランティアの方に解説をお願いしています

けれども、講座をやる一番の理由は、人によって説明することがバラバラになってし

まわないよう、「説明の型をつくる」ことと考えています。 

委員  ： この養成講座は毎年開催するでしょうか。１回目の集まり次第では、これ１度きり

ということもあるのでしょうか。 

事務局 ： 何回か行って人数を増やしていかなければならないと考えています。まず、文化財

サポーターという名前でボランティアを中心とした小人数で始めていって、どこかで

ファンクラブ型へと本質的な方向を変える時期がくるのではないかと思います。 

委員  ： 谷田部では飯塚伊賀七を地域振興の中で取り挙げていこうという機運があり、伊賀

七を主人公にした演劇をする劇団もできた。ボランティアとの連携もできるのではな
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いでしょうか。 

事務局 ： 市周辺市街地振興室で市内 8地区の振興に力を入れていますが、谷田部もその一つ

で、勉強会をしている中で伊賀七を取り上げようという話となっているようです。演

劇や昨年の文化祭で地元の方が郷土資料館や谷田部藩関係の史跡を案内する企画を

しています。 

委員  ： 商店街の店を改装して劇場や町の案内に使おうとしており、伊賀七の資料を展示し

たいという希望もあると聞いています。 

事務局 ： 県指定の和時計以外には文化財としての制約・規制はなく、所有者の意向によると

ころが大きいです。ただし、郷土資料館のあり方にも関わることであり、資料の保管

環境として問題が無いかも考えなければならず、相談していく必要があります。 

委員  ： ボランティアが解説する対象は、一般の方を想定しているのでしょうか。 

事務局 ： 最初は学校対応から始めて行って、その先として市民の方への解説をお願いしよう

と考えています。 

委員  ： つくば市の特徴として外国人の方が多いというのがありますので、そういう方を対

象にした解説ボランティアが作れれば市民にとっても良いのではないかと思います。 

事務局 ： できればとても良いと思います。やり方は今後検討したいと思います。 

会長  ： 情報発信の手段について、電子メールだけにするのはどうでしょうか。携帯電話を

お持ちの方は多いですし、今から郵送を始めてしまうとやめることができなくなって

しまうように感じます。 

副会長 ： どうしても郵送が良いという方がいらっしゃれば、その方だけメールで送った内容

を郵送して、その代わり郵送費を負担してもらう方法はどうでしょうか。 

事務局 ： メールでの連絡を前提とすれば、できることも増えてきます。第一案として考え

ます。 

 

(3)その他 

事務局 ： 保存活用計画掲載事業の進捗管理・評価について資料７に基づき説明 

会長  ： 事務事業評価の調書の提出はいつになるのですか。 

事務局 ： スケジュールを資料に載せてあります。 

会長  ： 内容としては事務事業評価の調書をそのまま審議会の資料としてもいいのではな

いでしょうか。われわれには見やすいです。 
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事務局 ： 同じ資料でできればありがたいです。ただし、欄が小さいところもあるので、補

足する資料が必要かとも思います。 

会長  ： 写真等の資料も挿入して 1 枚にまとまればいいのですが。 

事務局 ： システム入力のため写真は挿入できません。また、文化財課の事業の場合、埋蔵

文化財保存の調整や展示施設の案内など、業務量が相手方からの依頼により決まる

ものが多く、指標を立てにくいという性質があります。そのため、調査件数の増減

や施設の解説件数の変化には、別の資料を添付する必要があります。調書の方向性

の部分も行政的な視点からの評価であり、審議会での評価と差が出ることはありえ

ます。 

会長  ： まずはこの調書を資料としてみたらどうでしょうか。 

委員  ： 予算もわかるので良いと思います。 

事務局 ： 評価に関する審議会の意見は、別にまとめて公表とすることを考えます。試行錯

誤となりますが、次回の中間評価から事務事業評価の調書を資料としていきたいと

思います。 

会長  ： 意見も出尽くしたようなので、審議を終わります。 

 

閉会（午後 4 時 10 分終了） 

 



令和元年度第１回文化財保護審議会 会議次第

と き 令和元年７月18日（木）

午後２時00分～

ところ 市役所401会議室

１ 開会・挨拶

２ 議事

（１）平成30年度主要事業概要報告について

（２）令和元年度主要事業計画概要について

（３）その他

３ 閉会



資料１
平成３０年度主要事業概要報告

※〈数値〉は昨年度

１ 文化財保護審議会

(１)会議・研修 … ３回・０回

①５/14 … 議題：平成29年度事業報告､30年度事業計画､文化財保存活用計画、その他

内容：昨年度悉皆調査成果、施設のあり方、資料公開、文化財保存活用

計画案

②10/25 … 議題：平成30年度上半期事業報告、下半期事業計画、その他

内容：今年度悉皆調査成果、小田城跡催事、文化財保存活用計画案

③１/28 … 議題：文化財保存活用計画案、筑波山神社神橋修理工事、その他

内容：文化財保存活用計画承認、神橋修理工事指導・視察

(２)諮問・答申他 … つくば市文化財保存活用計画」の承認

(３)その他 … ７/１委員改選

２ 文化財調査〔(３)～(５)は国補助事業〕

(１)悉皆調査 … 天然記念物のうちの巨樹等対象の現地調査４年目。筑波地区東部（筑

波山・宝篋山を除く）についてNPO法人に委託して実施。例年同様に追加発見・要望

があり134本〈108本〉を調査

(２)遺跡の有無照会事務 … 文書照会：217カ所〈128カ所〉、窓口・電話・ﾌｧｯｸｽ照会：

2,241カ所〈1,963カ所〉

(３)史跡現状変更等に伴う内容確認調査 … ０カ所０㎡〈０カ所〉

(４)埋蔵文化財試掘・確認調査 … 27カ所1,630㎡〈29カ所1,335㎡〉

※貝塚・古墳以外は‘遺跡・（館）跡’の表記省略。遺物の（）内は保管箱数

①吉沼大坪館 … 土地売買、42㎡、４月。遺構：堀跡３条、土坑２基、遺物：土師器、

須恵器、土師質土器、石製品（１）

②小茎貝塚第５次 … 個人住宅、24㎡、４月。遺構：なし。遺物：縄文土器（0.1）

③島名関ノ台29号墳 … 土地売買・造成工事、24㎡、４月 。遺構：木棺直葬と推定さ

れる粘土層。遺物：土師器、須恵器（0.2）

④苅間西ノ下 … 個人住宅、30㎡､４月。遺構：竪穴住居跡１軒。遺物：土師器（0.2）

⑤上ノ室ハマイバ第12次 … 集合住宅、98㎡、５・６月。遺構：竪穴住居跡５軒、溝

跡２条、不明遺構２基。遺物：縄文土器、土師器、須恵器、陶器（１）

⑥若森谷津 … 個人住宅、９㎡、５月。遺構：なし。遺物：縄文土器（0.1）

⑦酒丸八ヶ代第３次 … 個人住宅、12㎡、５月。遺構・遺物：なし

⑧谷田部櫓下第３次 … 個人住宅、23㎡、６月。遺構：なし。遺物：土師器、須恵器、

土師質土器（0.1）



⑨谷田部櫓下第４次 … 個人住宅、32㎡、７月。遺構：竪穴住居跡３軒。遺物：縄文

土器、土師器、土師質土器（１）

⑩栗原古塚古墳 … 環境整備、13㎡、８月。遺構：石棺、古墳盛土、周溝。遺物：土

師器、埴輪、石（１）

⑪下横場南の前 … 土地売買、157㎡､８月。遺構：なし。遺物：石器、土師器(0.1)

⑫上ノ室十枚 … 社会福祉施設、64㎡、９月。遺構：竪穴住居跡７軒。遺物：縄文土

器、土師器、須恵器（１）

⑬前木館 … 宅地開発､205㎡、10月。遺構：竪穴遺構１基、溝跡２条、土坑２基ほか。

遺物：土師器、土師質土器、石塔部材（２）

⑭大井 … 個人住宅、33㎡、10月。遺構：なし、遺物：土師器、須恵器（0.1）

⑮小野崎宿第２次 … 個人住宅、33㎡、11月。遺構：道路跡１条、溝跡５条。遺物：

土師質土器、石塔部材（２）

⑯若森池西 … 太陽光、51㎡、11月。遺構：なし。遺物：縄文土器、土師器、須恵器、

石器（0.1）

⑰大白畑 … 個人住宅、24㎡、11月。遺構：なし。遺物：縄文土器、土師器（0.2）

⑱佐鴻巣 … 個人住宅、28㎡、11月。遺構：竪穴住居跡３軒。遺物：縄文土器、土師

器（0.2）

⑲上境旭台貝塚（さくらの森23-2） … 個人住宅、13㎡、12月。遺構：竪穴住居跡１

軒、土坑５基、混貝土層ほか。遺物：縄文土器、土師器（0.2）

⑳上境旭台貝塚（さくらの森23-1） … 店舗兼住宅、、13㎡、12月。遺構：土坑４基、

混貝土層ほか。遺物：縄文土器、土師器（0.2）

㉑古館土塁公園 … 公園、54㎡、12月。遺構・遺物：なし。

㉒小野崎宿第３次 … 個人住宅、31㎡、１月。遺構：道路跡２条、溝跡４条、土坑１

基。遺物：土師質土器（0.1）

㉓高見原第６次 … 個人住宅、46㎡、１月。遺構：なし。遺物：縄文土器（0.1）

㉔高見原第７次 … 土地売買、483㎡、１月。遺構：土坑２基。遺物：縄文土器（0.1）

㉕上ノ室城 … 個人住宅、32㎡、２月。遺構：竪穴住居跡２軒、土坑２基、ピット５

基など。遺物：縄文土器、土師器、須恵器、陶器、鉄製品（0.2）

㉖上ノ室野中 … 個人住宅、30㎡、２月。遺構：土坑２基。遺物：縄文土器（0.2）

㉗小茎貝塚第６次 … 個人住宅、26㎡、３月。遺構：なし。遺物：縄文土器（0.1）

(５)埋文本発掘調査 … ２カ所約220㎡〈２カ所約347㎡〉

㉘上境旭台貝塚（さくらの森23-2） … 個人住宅、89㎡、１～３月。遺構：竪穴住居

跡２軒、土坑14基、ピット81基。遺物：縄文土器、土師器、須恵器、土製品、石

器、骨角器、動物遺体（４）。

㉙上境旭台貝塚（さくらの森23-1） … 店舗兼住宅、131㎡、３月。遺構：竪穴住居跡

１軒、土坑13基、ピット42基。遺物：縄文土器、石器、骨角器、動物遺体（３）



(６)市以外の調査者による埋文本発掘調査 … ２カ所約1,856㎡〈２カ所約599㎡〉

㉚島名関ノ台29号墳 … 造成工事、1,400㎡、７～10月。遺構：円墳１基。遺物：土製

品、須恵器（１）

㉛寺具城 … 太陽光、456㎡、12～１月。遺構：溝跡８条、土塁４箇所、土坑１基。遺

物：縄文土器、土師質土器、陶器、土製品（１）

３ 文化財維持管理

(１)市文化財保存活用計画策定 … 策定懇話会５回、2/25教育委員会議決により策定

(２)管理・草刈委託 … 「五角堂」管理、「小田城跡」・「八幡塚古墳」他草刈り

(３)市所有・管理文化財修繕 … 「小田城跡」土塁工事、「下横場の大グミ」支柱設置

(４)説明板設置 … なし

(５)補助金交付

①市指定無形民俗文化財活動 … 「上境ひょっとこ」・「百家竜水万灯」

②国指定建造物 … 「大塚家住宅」（自火報点検）

③補修・管理 … 「筑波山神社神橋」修理（県市補助）。３年計画に修正し、繰越した

平成29年度分及び30年度分工事を完了。令和元年10月完成予定

４ 市史編纂

(１)史資料調査 ……… 資料集掲載の古文書など

(２)印刷物刊行 ……… 『つくば市史史料集 第十五編 旗本井上領・筑波山神領』

(３)史資料購入 ……… なし

５ 小田城跡〔(１)を除き国補助事業〕

(１)小田城跡保存整備委員会

①会議 … 委員会：１回。専門部会会議：２回

②内容 … 30年度分発掘調査、整備完了後の保存・活用についての指導・助言協議

(２)土地買収 … 本丸跡西側隣接地、管理区分Ｄ地区、２筆・453.29㎡（建築物、工作

物移転有り）。Ｂ地区、１筆・295.05㎡（竹木等移転有り）。〈Ｃ地区、２筆・710.24㎡

（工作物移転有り）。Ｂ地区、１筆・276.76㎡。〉

(３)調査その他

①遺構保全ゾーン確認調査 … 393㎡〈292㎡〉、10～１月。曲輪Ⅴ北西部とその西側堀

跡、これまで土地購入の関係で着手できなかった本丸北に位置する馬出状曲輪及び

曲輪Ⅹ東側の状況を確認した。

・曲輪Ⅴ北西部では曲輪東端で南北方向、幅約10ｍの土塁跡を確認した。

・曲輪Ⅴ西側堀跡は、東側（本丸側）と西側で、構造が大きく異なり、堀跡の拡張

等が反映されていると考えられる。



・本丸北側の曲輪では、北端・西端・東端に土塁跡が存在し、馬出であったことが

分かった。また土塁跡下層からは、火災の痕跡と見られる焼土や炭を多量に含む

層を確認した。

・曲輪Ⅹ東側では曲輪の南端と東端で土塁跡が確認された。虎口跡の存在が想定さ

れたが、後世に虎口部分が削平されたと考えられる。

②木製品保存処理 … 過去の小田城跡調査で出土した木製品について、恒久的保存・

展示等活用を図るための保存処理（26～30年度の５か年計画で90点予定）と関連作

業の委託。木製品等31点について、高級アルコール含浸の他、樹種同定、板状木製

品の赤外線カメラ等による墨書有無確認を実施。

・漆器椀や曲物など、出土木製品５点のほか、種実、炭化塊などについて保存処理

を行い、恒久的な保存を図ることができた。

・史跡小田城跡の案内所で展示するなど、活用が可能になった。

６ 文化財資料館（展示施設）維持管理

(１)桜歴史民俗資料館

①節電等配慮による開館日の週４日（月・火・金・土曜日。２日減）を継続。台風被

害等による屋根の棟、倉庫ガラスの修繕、改修経年劣化により不具合が生じたエア

コン、手洗所、誘導灯の修繕・改修

②区画整理事業に伴い用地2,008.00㎡を買収

③来館者数 … 7,809名〈3,204名〉※併設する市桜窓口センター来所者数からの推定

(２)出土文化財管理センター

①自動火災報知設備のバッテリー交換を実施

②来場者数 … 126名〈119名〉。

(３)平沢官衙遺跡歴史ひろば

①経年劣化によるトイレの便器・センサーライト・エアコンの不具合等を修繕

②来場者数（催事含む） … 46,508名〈52,478名〉

(４)小田城跡歴史ひろば

①穴が開いた南西虎口遺構レプリカを修繕

②来場者数（催事含む） … 21,204名〈17,479名〉

(５)その他（①のカッコ内は小中学校、②は行政財産使用）

①文化財展示施設その他団体説明・講座等（件）……… 57(27）〈73(32)〉

②文化財展示施設その他所蔵資料利用許可申請（件）… 35〈56〉

③文化財展示施設その他利用許可申請（件）…………… 21(４)〈21(９)〉

７ 金田官衙遺跡土地買収

史跡内３筆を分散的に6,773.77㎡買収〈6,774.21㎡〉。累計44,446.13㎡、率61.1％



８ 歴史文化教育・活用

(１)巡回企画展 … 「小田氏治と戦国時代の城館」

①小田城案内所10/３～12/６・1,916名、②谷田部資料館12/11～１/31・853名、合計

2,769名。〈2,358名：小田、市役所、谷田部〉

②「氏治の居城 小田城跡親子発掘体験」11/３、３組６名〈史跡ウォーキング11/18

・13名〉

③講演会「戦国領主小田氏治の系譜」糸賀茂男 常磐大学名誉教授、１/６（市役所会

議室）・295名〈216名：市役所会議室〉

(２)文化財講座 ……… 収集史料を使い前後期各１回開催。計55名参加〈48名〉。

(３)学校への歴史・文化教育の支援

①８月に学校教諭を対象研修を計画したが、台風のため中止〈１回、40名〉。

②出前授業を高１校・小４校514名〈同１・３・488〉（各種団体７・245名）〈８・129〉

に実施

③一般向けも兼ねた学校授業用の‘つくば市の歴史年表と文化財展示施設’パンフレ

ット（15,000部）を増刷

④自由研究相談室 ８/21（火）、22（水）、８件

(４)平沢官衙遺跡歴史ひろば催事

①立体復元建物特別開扉 … ５/３(木)・４日(金)予定で、雨天のため４日のみ実施：

250名〈２日1,389名〉

②夏のライトアップ … ８/18(土)：500名〈250名〉

③つくば物語 … 10/28(日)：5,000名〈800名〉屋外で木村大・山本恭司演奏会他、

④春の芝文字 … １/26(土)：90名〈70名〉

⑤ちびっこ博士 … ７/21～８/31：3,489名，〈4,013名〉。７/21(土)、８/11(土)・18

(土)に復元建物特別公開

⑥一般・学校での見学の他、青年会議所主催のツールドつくば〔６/17(日)〕出発地点

として開催予定であったが、雨のため中止

(５)小田城跡歴史ひろば催事

◎主催事業

①ちびっこ博士 … ７/21～８/31：3,934名〈3,448名〉

②「氏治の居城 小田城跡親子発掘体験」11/３、３組６名〈史跡ウォーキング11/18

・13名〉

③発掘調査現地説明会 … 12/１(土)。161名。〈102名〉。最終回

◎共催事業

④小田城写真展：共催(常陸小田城親衛隊の会) … ４/28～５/31。1,968名〈1,747名〉

⑤宝篋山トレッキングスタンプラリー：外部（NPO法人小田地域振興協議会）・小田城

跡の解説：主催 … ５/19(土)



⑥常世の國まつり：外部（常世の國まつり実行委員会）・庭園ライトアップ：主催 …

８/11(土)。約2,000名〈約1,500名〉

⑦小田大護摩法要：外部（小田大護摩法要実行委員会）・小田城秋の陣2018：主催 …

10/27（土）。護摩法要・舞台イベントなど。約700名

⑧どんど焼き：外部（どんど焼き実行委員会）・小田城冬の陣2019：主催 … １/19

(土)。2,800名〈約2,000名〉。どんど焼き・舞台イベントや遊びのスペース

(６)その他

①ちびっこ博士 … ７/21～８/31、桜歴史民俗資料館、4,696名

谷田部郷土資料館、3,445名

②小田城跡歴史ひろばパンフレット（50,000部）増刷



令 和 元 年 度 主 要 事 業 計 画 概 要

１ 当初予算（単位：千円）

（１）歳出

予 算 事 業 名 元年度予算 30年度予算 比較増減額 増減率

経常的経費 ８２，２１３ １４２，４０１ △６０，１８８ △42.3％

①文化財保護審議会 ２２８ ２２８ ０ 0.0％

②文化財調査 ７，８３８ ６，８６７ ９７１ 14.1％

③文化財維持管理 ８，７５６ １９，４８３ △１０，７２７ △55.1％

⑥文化財展示施設管理 ５９，２９５ １１１，８１８ △５２，５２３ △47.0％

⑧歴史文化教育・活用 ６，０９６ ４，００５ ２，０９１ 52.2％

臨時的経費 ２３１，７６２ ２０４，１９８ ２７，５６４ 13.5％

④市史編纂 ３，４７４ ３，４７６ △２ △0.1％

⑤小田城跡 ３５，１９２ ７，１８３ ２８，００９ 389.9％

⑦金田官衙遺跡 １９３，０９６ １９３，５３９ △４４３ △0.2％

合 計 ３１３，９７５ ３４６，５９９ △３２，６２４ △9.4％

※ア）Ｈ30から国補事業を除く臨時職員賃金は人事課所管となったため、Ｒ１予算書上

では④で２，７８８千円、⑥で４，７２９千円の計７，５１７千円（昨年度同

額）が所管外となり文化財保護費の合計額は３０６，４５８千円。

イ）主な増減説明 … ③筑波山神社神橋補助金額減、⑤土地公有化増、⑥桜歴史民俗

資料館土地購入減・植栽管理費単価増

（２）歳入

財 源 名 元年度予算 30年度予算 比較増減額 増減率

①国県補助 １８６，０５９ １６１，７４５ ２４，３１４ 15.0％

②地方債 ３４，７００ ２９，０００ ５，７００ 19.7％

③その他特別財源 ４０６ ４３０ △２４ △5.6％

④一般財源 ９２，８１０ １５５，４２４ △６２，６１４ △40.3％

合 計 ３１３，９７５ ３４６，５９９ △３２，６２４ △9.4％

※ア）予算書上の一般財源は歳出の人事課所管臨時職員賃金を除く８５，２９３千円。

※イ）主な増減説明 … ①小田城土地買収国補計上、②金田土地公有化起債率上昇



２ 事業毎の主な内容（下線付きは新規・拡充・内容変更事業その他）

〔文化財保護費〕

（１）文化財保護審議会 … つくば市文化財行政全般への指導助言

○課題 … ①文化財保存活用計画の進捗管理・評価。

（２）文化財調査 ………… 悉皆調査（自然）筑波山等詳細調査、埋蔵文化財調査。

○課題 … ①自然文化財調査後の計画。

（３）文化財維持管理 …… 史跡等草刈、五角堂管理委託、指定文化財修繕・活用補助、

筑波山神社神橋修理他。

○課題 … ①要修理案件の年次計画の検討。

（４）市史編纂 …………… 個人蔵その他の古文書類調査。史料集刊行：古文書。

○課題 … ①古文書解読に当たられる先生の高齢による後継者育成→

今年度近世文献資料の専門職採用

②史料集の継続と通史編の検討。

（５）小田城跡

①保存整備委員会 …… 保存活用事業への指導助言。

②土地買収 …………… 整備をした遺構復元ひろば北側の水田2,126㎡を予定。

③調査 ………………… 現地は昨年度で終了。整理調査を実施。

○課題 … 終了後の展開をどうするか。

（６）文化財展示施設管理

①文化財展示施設４館（桜資料館、出土センター、平沢官衙、小田城跡）の施設管理

②収蔵品の整理・管理

③廃校を利用した保管・展示施設の確保

○課題 … 法令の確認や住民意見との調整。

④平沢官衙遺跡老朽化に伴う再整備事業

○課題 … 数年先の着手へ向け来年度の保存活用計画策定を準備。

（７）金田官衙遺跡 ……… 史跡東部２筆6,500.04㎡買収。３筆1,285.48㎡追加指定。

（８）歴史文化教育・活用

①巡回企画展

・巡回企画展「（仮称）万葉の時代のつくば」、小田城跡歴史ひろば、谷田部郷土資

料館などで実施。講演会、体験学習も実施。

②伝統文化教育学校支援事業

・提供、活用できる資料（リーフレット、ホームページその他）の作成。

・資料に基づく学校教諭を対象とした本市の歴史や文化財の説明８/５(月)（研修）。

・出前講座、文化財施設説明、データ配布等による資料提供。

・自由研究相談室：８/７（水）、８/８（木）に市役所会議室で実施。



③平沢官衙遺跡歴史ひろば催事

・春の特別開扉〔５/３(金）・４(土)・５日(日)〕、夏のライトアップ〔８/17(土)〕、

秋のミニコンサート〔10/26(土)〕、新春芝文字と文化財防火訓練（１月）。※つく

ば物語は中止

④小田城跡歴史ひろば催事

・小田城写真展〔４/27(土)～５/30(木）〕。-みんなで創る光の城-キャンドルナイト

in小田城跡〔５/19（日）〕。小田大護摩法要と小田城秋の陣2019〔10/19（土）〕。

第32回どんど焼きと小田城冬の陣2020〔１月〕。

⑤ちびっこ博士

・平沢官衙・小田城跡・桜歴史民俗資料館・谷田部郷土資料館で実施。平沢官衙で

７/20（土）、８/10（土）、８/17（土）に復元建物を解説。谷田部郷土資料館でも

８/４（日）、８/18（日）の２回、伊賀七の発明品など解説実施。

⑥サイエンスラボ

・平成20年度から11年ぶりに連携。勾玉造り、土器洗浄、拓本を実施。約30名予定。

⑦文化財サポーター事業

・年度前半で制度を検討し、後半で施設等解説ボランティアの養成講座を実施。



市指定文化財「薬師堂」：以前からあった向拝柱の傾斜が進行していることを令和元年６月に
確認。対応について管理者と協議中。垂木等の材の傷みも激しい。正面左手の組物と柱は、ホ
ゾが折損して外れつつある。

資料２

指定文化財修理等

平成30年10月撮影 平成31年２月撮影

平成23年５月撮影令和元年６月撮影　　　　　

県指定天然記念物「下横場の大グミ」：平成30年10月１日の台風で東側幹が折損。平成31年２月に支
柱による補強と周囲の雑木の剪定を行った。



平成30年度公有化地

資料３

平成30年度調査地

令和元年度公有化予定地
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平沢官衙遺跡
春の芝文字
芝文字完成と太鼓演
奏状況

資料５

歴史文化教
育・活用事業

小田大護摩法要と小
田城秋の陣2018
護摩法要の状況

講演会「戦国領主小
田氏治の系譜」
会場の状況



資料６

文化財サポーター事業について

１ 目的

市民等が、市が実施する文化財関係業務に幅広く参画することで、市の歴史や文

化財、文化財保存活用施策を知り、文化財保護への理解を深める機会とする。

２ 概要

市文化財課を事務局とし、登録した市民等を会員として、会員に対して市の歴史

や文化財、文化財関係事業について情報発信するとともに、会員から市事業に参画

するボランティアを募る。

３ 会員について

（１）つくば市の歴史や文化財に関心がある方。

（２）会の目的に賛同できる方。

（３）文化財の調査･保存･活用事業にボランティアとして参加する意思がある方。

※ 会費は徴収しない

４ 会員に対する事業の内容

（１）各種事業でのボランティア募集の情報（随時）

（２）展示解説等の専門的知見を有する事業でのボランティア養成講座の開催

（３）解説ボランティアステップアップのための研修会の案内

（４）文化財情報をまとめた「○○通信」の定期的な発刊・配布

５ 会員が参加するボランティアの内容

（１）展示施設の解説（当面は学校見学の多い桜・谷田部を中心とし、課員＋ボラ

ンティアの構成で行う）

（２）団体等の文化財解説依頼への対応（経験を積んでからとする。また、小田城

跡等の既存団体があるところは既存団体に任せる）

（３）講演会等のイベント補助

（４）文化財の美化活動兼見廻り兼見学（課員が解説をしながら定期的に実施）

（５）事務局への参画（ボランティアの配分、「○○通信」の作成・発送等）



（６）ワークショップ形式による展示立案や計画策定、作業

（７）その他、市の各種事業

※ 展示解説等の市から依頼する業務は有償、美化等の自由参加できるものは無

償を基本とする。

６ 組織のあり方

案①「ボランティアの会形式」

・後述の養成講座を受けた解説ボランティアができる会員を主に構成。

・少人数であるため、連絡がとりやすく実務的。

・少数精鋭にしすぎることは、目的がボランティアを労力の足しにすることで

はなく、市民の参画と市民への情報発信により文化財の理解を深めることに

あることから、趣旨と外れる。

案②「友の会形式」

・解説ボランティアの可否に関わらず、文化財に関心のある会員を募って構成。

・案１よりも多くの会員に対して、事業参画の機会や情報を提供できる。

・ボランティア等への参加者は、多くの会員の中から業務内容に応じて募る。

・会員が多数となった場合、情報発信等を電子メールの一斉送信に限れば対応

できるが、会員は60才以上が主と見込まれ郵送は避けられず、労力と費用の

負担が大きい。

※ 理想は案②の多数の会員の中に、案①の中核となる会員を作ること。案①で

スタートし、事務局作業への参加の目途を立ててから、案②の会員を募集して

いくことが最良か。

７ 解説ボランティア養成講座

（１）目的と概要

ボランティアが参画できる業務には、美化や見廻り・イベント補助等、熱意が

あれば知識を要しないものと、解説のように知識を要するものがある。解説は学

校見学への対応が最も多く、内容に大きな差があることは望ましくない。

そのため、解説ボランティアについては「谷田部郷土資料館」、「桜歴史民俗



資料館」、「○○地区の文化財」等に区分し、養成講座を受けて簡単な解説実演

によるテストを経て免許皆伝とする。受講者にとって、いくつもの免許を皆伝さ

れることが、意欲につながる可能性もある。

（２）第１回解説ボランティア養成講座について

①目的

学校からの安定した解説要望がある谷田部郷土資料館、桜歴史民俗資料館の

解説ボランティアを養成する。

②日時（予定）

令和元年（2019年）11月～１月、全６回、隔週で２時間程度

③会場・内容（予定）

１回 つくばの歴史の概略、歴史の調べ方の基礎（座学）：市役所

２回 つくば市の文化財探訪（バス移動）：市役所～各地

３回 谷田部の歴史と文化財（座学）、谷田部郷土資料館見学：谷田部交流セ

ンター

４回 谷田部郷土資料館解説の実地練習：谷田部交流センター

５回 桜の歴史と文化財（座学）、桜歴史民俗資料館見学：桜体育館会議室

６回 桜歴史民俗資料館解説の実地練習：桜体育館会議室

→谷田部・桜資料館の解説ボランティアとしての免許皆伝

（３）今後の養成講座について

・ 谷田部・桜については基礎的な講座として毎年１回開催。

・ そのほか、免許皆伝されたボランティア登録者向けに「筑波」「大穂・豊

里」「茎崎」「学園地区」等の研修会を随時企画・追加して、様々なニーズ

にあった解説ができるボランティアを育てる。



資料７

つくば市文化財保存活用計画掲載事業の進捗管理・評価について

１ 趣旨

つくば市文化財保存活用計画では、計画の進捗管理・評価を市事務事業評価制

度と関連させること、審議会に進捗・評価を報告し指導・助言を頂くことを記載

している。市事務事業評価制度と審議会での指導・助言との関係を整理したい。

２ 市事務事業評価

○ 市の全事務事業について年度当初に各課で計画し、各課作成の調書により自

課（１次）・庁内（２次）で中間評価評価・年度末評価を実施する。

○ 主要な事務事業（各課５事業程度）の調書は、外部委員で構成される市行政

経営懇談会による市事業の総合的な評価の資料となり、その評価結果は市長に

報告される。

３ 市事務事業評価と市文化財保護審議会での指導・助言との関係

○ 文化財保護審議会では、保存活用計画にある指導・助言の記載と同じく、文

化財課全事業について、これまでも指導・助言を頂いてきた。

○ 今年度から事務事業名・内容を、保存活用計画の施策との対応がわかりやす

いように整理した。事務事業評価の調書が、保存活用計画の施策を点検・評価

する調書ともなりえる。

○ 審議会による指導・助言と比べて、行政経営懇談会の評価は、全事業に対し

てではないこと、専門的見地からの評価では無いことが異なる。

○ 当初の考えでは、事務事業評価と審議会の指導・助言を対等に位置付け、市

が結論とした２次評価後の事務事業評価調書について、専門的見地からの指導

・助言を審議会が担うことを意図した（裏面①）。

○ もう一つの考え方として、事務事業評価の調書に、まず審議会の意見を反映

させていく方法もありえる（裏面②）。ただし、審議会の意見は自課による１

次評価を対象に庁内での２次評価までに反映させる必要があり、２次評価以降

で審議会の意見が変更されることもありえる点で、本来的ではない。



市事務事業評価 審議会の指導・助言① 審議会の指導・助言②

４月下旬 自課での計画（前年度１次年度末評価調書と同時）

自課計画案への意見

５月下旬 計画（前年度２次年度末評価と同時、計画確定）

６月上旬 計画訂正（前年度２次年度末評価調書訂正と同時）

確定した計画への意見

１０月上旬 中間評価（１次）　

１次中間評価への意見

１０月中旬 中間評価（２次）　

１１月下旬 中間評価訂正提出

２次中間評価への意見

４月下旬 年度末評価（１次）

１次年度末評価への意見

５月下旬 年度末評価（２次）

６月上旬 年度末評価後訂正（２次）

２次年度末評価への意見

10 月下旬 行政経営懇談会全体会・評価決定

11月下旬 行政経営懇談会から市長への報告会

７月下旬～
９月下旬

行政経営懇談会分科会ヒアリング・評価

事務事業評価日程と審議会開催時期との関係

時期

当
該
年
度

翌
年
度



１ 各種文化財調査事業 12 文化財調査 12 12 01 各種文化財基本調査

２ 埋蔵文化財調査事業 12 文化財調査 12 12 02 埋蔵文化財調査・保存

15 小田城跡 15 03 小田城跡確認調査 15 04 小田城跡確認調査

３ 文化財現況確認事業 12 文化財調査 - 12 01 各種文化財基本調査

４ 市史編纂事業 14 市史編纂 14 14

１ 各種文化財保存事業 11 文化財保護審議会 11 11

01 市管理文化財維持管理 13 01 市管理文化財維持管理

03 文化財保護計画策定 － －

２ 史跡保存事業 01 小田城跡保存 01 小田城跡保存

02 小田城跡保存整備委員会 02 小田城跡保存整備委員会

17 金田官衙遺跡 17 17

３ 埋蔵文化財保存事業 12 文化財調査 12 12 02 埋蔵文化財調査・保存

４ 民有文化財保存事業 13 文化財維持管理 13 02 民有文化財補助 13 02 民有文化財補助

１ 文化財普及・周知事業 16 文化財展示施設管理 16 16

18 歴史文化教育・活用 18 02 文化財展示講座等 18 02 文化財展示講座等

２ 学校での伝統文化教育支援事業 18 歴史文化教育・活用 18 01 学校での伝統文化教育支援 18 01 学校での伝統文化教育支援

３ 文化財サポーター事業 18 歴史文化教育・活用 - 18 03 文化財サポーター

４ 文化財施設管理事業 16 文化財展示施設管理 16 16

市の予算・事務事業と『文化財保存活用計画』内の各種事業対応表

市史編纂

文化財の現
状や価値を
正確に把握
する

基本施策 施策

１

文化財調査

文化財調査

－

現在の市の予算事業 H30まで市の事務事業

３

文化財を適
切に後世に
伝える

文化財を市
民のために
活用する

文化財展示施設管理

文化財展示施設管理

-

文化財調査

２

13 文化財維持管理 13

文化財保護審議会

金田官衙遺跡保存・活用

文化財保護審議会

金田官衙遺跡保存・活用

文化財展示施設管理

R１から市の事務事業

市史編纂

文化財展示施設管理

151515 小田城跡
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基本

施策 
施策 継続する取組み 

新規開始・充実・強化を図る取組み 

早期（2021 年度頃までに着手） 中期（2024 年度頃までに着手） 後期（2025 年度以降に着手） 

１ 

文
化
財
の
現
状
や
価
値
を 

正
確
に
把
握
す
る 

1-1各種文化財基本調査事
業 

     

1-2 埋蔵文化財調査事業     

1-3 文化財現況確認事業     

1-4 市史編纂事業     

２ 

文
化
財
を
適
切
に
後
世
に
伝
え
る 

2-1 各種文化財保存事業     

2-2 史跡保存事業 
    

2-3 埋蔵文化財保存事業     

2-4 民間所有文化財支援 
事業 

    

３ 

文
化
財
を
市
民
の
た
め
に
活
用
す
る 

3-1 文化財普及・周知 
事業 

    

3-2学校での伝統文化教育
支援事業 
 

    

3-3 文化財サポーター 
事業 

 

    

3-4 文化財展示施設管理 
事業 

    

悉皆調査 

調査成果の報告書・パンフレット等による市民
向けの情報発信 

市内の大学・研究機関との連携をより密にする 

開発等対応の調整・調査業務 

業務の効率化・体制整備を検討 史跡周辺埋蔵文化財の内容確認調査 

既存調査成果活用を図る整理・データベース化 

膨大な調査資料の活用に向けた分析 

茨城県文化財保護指導委員との文化財巡視 文化財サポーターによる見廻り隊を結成 

市史編纂の基礎となる史・資料調査 史・資料調査結果を保存・活用に活かす 史・資料調査結果に応じて『通史編』刊行を検討 

指定名称の見直し 各種文化財成果をもとに重要物件を指定制度・認
定制度等での積極的な保護を検討 

市指定・認定基準を早期に検討し制度を円滑に活用 
文化財の適切な維持・修理 

復元や案内板・説明版の設置等の環境整備 文化財台帳内容の改正 
文化財台帳デジタル化の検討 

市内の研究所・機関と保存科学分野での連携 

開発等手続きの徹底化 遺跡地図の改訂版作成 

所有者等による修理・保存事業に対する助言・
補助金等の支援 

所有管理者・保存活用団体への支援強化検討 

小田城跡の保存上必要な土地の公有化 

金田官衙遺跡の保存上必要な土地買収 

従来対象になりにくかった文化財や歴史を調査 

施策の内容と着手時期 

施設の適正管理 文化財保管施設を廃校利用を視野に入れ早急に確保 

展示施設のあり方を多角的に調査 巡回企画展・講演会等の実施 

文化財展示施設の活用施策充実 

統一的文化財施設や展示施設の統
廃合等の要否の方針検討 

つくばスタイル科等授業での施設解説や出前講
座の実施・教育研究会社会科研究部「ちびっ子
博士事業」との連携を推進 
夏休みに研究所等のスタンプラリーを行うちび
っ子博士事業との連携、社会科教育研究会と連
携した教員向け研修を実施 

子ども向け資料作成・社会科副読本協力 

各種講座や講演会等の開催 

歴史ひろばで定期的にイベントを開催・地域振
興の拠点として活用 

パンフレット等資料作成 

発掘現場見学・体験学習・民間所有文化財公開等の
実施 

市ウェブページを更新して周知 

文化財サポーター育成講座の開催 

集落祭礼活性化を検討 

大学・高校と連携し、大学生・高校生が海外留学

生や小・中学生への解説を担い、両者共に歴史や

文化財への理解を深める事業を検討する 

文化財サポーターによる文化財解説・イベント補
助・展示作成等の活動を検討 

ボランティアによる民具の使い方実演や戦争・学
園都市建設前後の体験談等の学校教育支援等プロ
グラム化検討 

ボランティア・市民団体と連携した事業を拡大・
実施 

平沢官衙遺跡保存活用計画策定及び事業着手 

金田官衙遺跡保存活用計画策定を検討 



平成30年度 事務事業マネジメン トシー ト

事業の基本情報

事務事業名 855 文化財調査事業

戦略プラン 二 3 3 文化財保護の推進 担当部課

係名

教育局文化財課

l呆存係

新規 。継続 継続総合戦略

事業分類 法定+任意

予算科目 化財調査に要する経費01-100503-12 □ 共有、理解

要求区分 事業期間 □ 企画・立案、計画

□ 実行
市民参加

個別計画
□ 評価・検証

事業体制 一部委託
根拠法令

文化財保護法
市長公約

概 要

事業の目的 事業のオ既要

・市内に所在する無指定を含む各種文化財の基本調査を行
い、基礎データを収集 し、今後の保存対策の立案・資料程
積及び 「まちづくり」の根幹となる地域独自の文化財の犯
握をするため。

・埋蔵文化財調査 各種開発等に伴 う試掘・確認調査、非喜
利目的での本発掘調査等

・悉皆調査 各種文化財について計画的・継続的に所在やれ引
要を把握する基本調査
H26年度から5年計画で自然文化財調査 1件実施

。その他文化財の調査 必要に応 じて各種調査を行 う。

評価

事業計画 活動実績
・埋蔵文化財調査は発生状況に左右 されるが、月 2件計244

実施 と想定 し実施 して、開発等の円滑な推進を図る。
・悉皆調査は現地調査の 4年 目で、桜川以東の筑波地区を大

象に75件 を目標に行 う。その過程で新規対象が生 じた場合
は適宜追加調査する。

・必要に応 じて各種文化財調査を行 う。

・埋蔵文化財調査は、試掘 。確認調査が27件 、本発掘調査が
2件の計29件 だつた。

・悉皆調査は、桜川以束の筑波地区を対象 とし、 4月 に区会
へ実施通知を回覧、 5、 6月 に調査 した。調査件数は134

件 とな り、 3月 に報告書としてまとめた。
・ 開発に伴い、民間調査組織が実施 した本発掘調査 2件に■

いて同組織や事業者等 との調整 。協議を積極的に行つた。

成果 課題
。開発事業と文化財保存 との円滑な調整ができたことで、帯

民生活や経済活動に大きな支障を及ぼすことなく、文化及
の保存ができ、調査成果が市の財産になつた。

・悉皆調査での件数増加は市民の関心を掘 り起こした結果と

考えられる。

自然文化財の悉皆調査は、資料調査 1年、現地調査 4年の
5年計画であつたが、新たな発見により調査件数が増加 した
ため、筑波山・宝億山の調査が終了しなかった。

改善日標 (R01年度にむけて)

自然文化財の悉皆調査を延長 し、来年度に筑波山 。宝筐山の現地調査を実施する。

指標の推移

1

左右され るため、指標を設定できない。指 1ぷ は、悉皆調査での調査″卜数 と
の 2倍以上になったため、28～ 30年度は1.5倍 とする。

108,0

0.0

0.0

H28年度

75,0

81.0

75,0

H

名 調査件数 活動指標

概 要 したが、27年度に追加調査が想定

日標値

実

H26年度

0. 0

H30年度

1‐ ―   _

H27年度

50.0

100.0

イ′十二

R01年度 R02年度

0,0 0.0

指標の 埋文調査教はじΠ発等の発生状況に

75,0

13/1.0

0.0

指標名 |
( )

日標値

実 績

0.0

0,0

一
〇

〇

H26年度 H27年度

0.0

‖28年度 I12941iナ変 I130/rl二

'芝

R01イ 1三度 R02年度

0.0 0,0

0,0 0.01

0

0.00.0.0 0.0
2



指標の

概要

指標名 ( )

H26年度 H27年度 I鬱8年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0,0 0,0 0.0 0.0 0.0 0,0

実 績 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 0.0
3

指標の
概要

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 0,0

実 績 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 0,0
4

指標の

概要

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0,0 0,0 0.0 0.0 0.0 0.0

実  績 0.0 0.00,0 0,0 0.0 0.0 0,0
5

指標の

概要

コス トの推移
平成29年度 平成30年度 令和 二年度 令和 2年度

項 目
(決算) (決算) (当初) (当 初)

国庫支出金 (千円) 2,666 2,707 3,290 0

県支出金 (千円) 0 0 0 0

地方債 (千円) 0 0 0 0

その他 (千円) 0 0 0 0

財
源
内
訳

一般財源 (千円) 3,876 4,151 4,548 0

事業費計 (千 円) 6,542 6,858 7,838 0

従事割合 (人 ) 1.300.90
正職員

時間外勤務 (時間) 550.00650.00
人件費
内訳

臨時職員等 (有無) 有 有

人件費 (千 円) 8,037 10,541

事業コス ト (千円) 14,579 17,399

ＲＯ‐
年
度
当
初
積
算
根
拠

。臨時職員賃金 5,477千 円
。指導謝礼 20千円
・普通旅費 8千円
。需用費 604千円 (消耗品費 H8千円、燃料費 3千円、写真現像代 3千円、

報告書印刷代 480千円)

・汲取手数料 10千円
・委託料 707千円 (出土品等分析 107千円、天然記念物悉皆調査 600千円)

。使用料及び賃借料 (重機 。調査機材) 945千 円
。埋戻 し用原材料費 5千円
。備品購入費L(刈払機)62千 円
※歳入 国庫補助金 3,290千 円 (埋蔵文化財発掘調査等事業・対象経費の1/2)

予算の方向性

終 了
理担1主 1

H31年 2月 に策定した「つくば市文化財保存活用計画」の事業区分との対比を明確にするため、2
つの新規事業 (981各種文化財基本調査事業・982埋蔵文化財調査・保存事業)に分割する。

方向性

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。
4

ニー ズ
ニーズと今後の見込み

やや遅れたが、今年度の実施計画を達成 した。進捗状況
事業が計画的に進んでいるか

8

今年度で事業が終了する。の

行政が関与する必要性について

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終「 する。

事業の優先度はどうか
優先度



平成30年度  事務事業マネジメン トシー ト

事業の基本情報

事務事業名 863 文化財展示施設管理事業

戦略プラン 担当部課

係名

教育局文化財課

活用係

新規 。継続 継統総合戦略

事業分類 任意的事務

予算科 目 01-100503-16 文化財展示施設管理に要する経費 □ 共有、理解

要求区分 事業期間 □ 企画・立案、計画

□ 実行
個別計画

市民参加

□ 評価・検証

事業体制 一部委託
根拠法令

つくば市文化財展示施設条例及び同条例施行規則
市長公約

概要

事業の目的 事業の概要

市内から出上した文化財、史料及び民俗資料を中心とした
資料の収集 。整理並びに復元整備 した史跡の保存と展示を緬
う、つくば市文化財展示施設等 (桜歴史民俗資料館、出土攻
化財管理センター、平沢官衡遺跡歴史ひろば、谷田部郷土資
料館)の収蔵資料や施設の維持管理を目的とする。

。収蔵資料を適切に管理 し、貸出等の利用手続きを申請に元
じて適宜行 う。

・施設の維持管理のため諸法令に定められた業務、植栽や誤
備の維持管理、機械警備、収蔵資料の燻蒸処理等の業務を
専門業者に委託 して実施 し、施設を常に適切かつ良好な跡
態に保つ。

※桜歴史民俗資料館には、桜窓ロセンターが含まれる。

評価

事業計画 活動実績
・収蔵資料及び施設や設備を適切かつ良好な状態に保ち、不

具合が生 じた際は適宜修繕等を行 う。
・収蔵資料の貸出・閲覧等の利用、資料の写真掲載等の利斥

により、資料等を教育・研究に有効活用する。
・個人から借地をしてきた桜歴史民俗資料館敷地の一部

2,008.95ドの所有者が区画整理事業終了によりURと なるこ
とから、底地確保のため30年度前半に購入する。

・つくば市公共施設自主点検マニュアルを運用する。

・施設設備では、平沢官衡遺跡案内所男性用 トイレ用便器修
繕・センサーライ ト修繕、桜歴史民俗資料館の倉庫ガラヌ

修繕・エアコン修繕・屋根棟修繕・手洗所修繕・誘導灯改
修 。トイレ改修を行つた。

・収蔵資料の貸出・閲覧等の利用、資料の写真掲載等の利斥
は35件 あつた。

・ 7月 1日  桜歴史民俗資料館用地2,008,95ポ を購入した。
・つくば市公共施設自主点検マニュアルを運用 し、施設を組

持管理 した。

成 果 課題

収蔵資料及び施設を良好な状態に保つとともに、資料貸世
業務を通じて市外の方々につくば市の歴史と文化への知識と
理解を深めてもらい、あわせて学術の発展に資することがて
きた。
小田城跡歴史ひろばも、様々な年代の方々に利用 していた

だき、さらに広く認識されてきたハ

『文化財保存活用計画』策定とあわせて検討する予定であ
つた施設の修繕計画について、詳細な検討に至らなかった。

改善目標 (R01年度にむけて)

引き続き、市公共マネジメント及び『文化財保存活用計画』と運動させながら施設修繕計画を検討する。

指標の推移
指標″コ収蔵資料利用件数 (      l′F       ) 活動指標

|

|

20

|

.01 020,0

41,0

40.0

35,032.0

20,0 50

0.0

I I魃6年度 H30年度  I R01年度

実 絞 1    30.0

R02年度

20.01

56.01

45,0

I修 7年度

日標値

H28年度  十 1129年 度  |

1

指標の

概要

収蔵資料の閲覧・写真撮影複写・掲1費及び貸出等の利用件数

指標名
| ( )

日標値 |

実 績

0.0

H30年度

0.01

R01年度 R02年度

0.0 0,0 0.0

0.00.0 0,010,0 0,0

|H26年度  
―
  I127イ1三度 Iレ8年度    I129年 度

0.0 0.0
2



指標の
オT元 要

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0,0 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0

実 績 0.0 0,0 0.0 0.0 0,0 0.0 0,0
3

指標の
概要

指標名 ( )

H30年度 R01年度H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 R02年度

0,0 0.0目標値 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0

実  績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0
4

指標の

概要

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0

実 績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5

指標の

概要

コス トの推移

平成30年度 令和 二年度平成29年度 令和 2年度
項 目

(決算 ) (決算) (当初) (当 初)

0国庫支出金 (千 円) 0 0 0

0県支出金 (千 円) 0 0 0

0地方債 (千 円) 0 0 0

54その他 (千円) 35 74 0

38,348 103,693 54,512

財
源
内
訳

一般財源 (千円) 0

38,383 103,767 54,566事業費計 (千円) 0

従事割合 (人 ) 0,50 0。 70
正職員

時間外勤務 (H寺聞) 150.00 265.00

有

人件費
内訳

臨時職員等 (有無) 有

人件費 (千 円) 3,933 5,598

事業コス ト (千 円) 42,316 109,365

ＲＯ‐
年
度
当
初
積
算
根
拠

・需用費 5,019千 円 (消耗品 303千円、光熱水費 3,358千 円、修繕料 1,358千円)

。役務費 596千円 (通信運搬費 232千円、保険料 313千円他 )

。委託料 48,553千 円 (小 田城植栽維持管理 32,232千 円、平沢他植栽縦持管理 8,522千 円、
平沢・桜案内清掃 3,151千 円他 )

・使用料及び賃借料 383千円 (平沢土地 149千 円、複写機 234千円)

。負担金補助及び交付金 15千円
※歳入 その他特財 54千 円 (行政財産使用料 30千 円、自販機他電気料 24千 円)

※臨時職員賃金4,391千 円は人事課令達

予算の方向性

拡 充
理 I:|ョ

植栽等維持管理委託料の大幅な増額が避けられないため。

方向性

十分に高く、今後 も変わ らずにあると見込まれる。
4
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平成30年度 事務事業マネジメン トシー ト

事業の基本情報

事務事業名 866 文化財展示講座等事業

戦略プラン I 3 3 文化財保護の推進 担当部課

係名

教育局文化財課

活用係

新規・継統 継続総合戦略

事業分類 任意的事務

予算科 目 01-100503-18 用 に文 る ■ 共有、理解

要求区分 事業期間 □ 企画・立案、計画

□ 実行
個別計画

市民参加

□ 評価 。検証

事業体制 一部委託
根拠法令

文化財保護法、市教育振興計画
市長公約 72

概要

事業の 目的 事業の概要

県内でも有数の内容を誇る市の歴史や文化財に対する市豚
の関心や郷土愛を育むととも観光等へ活用することで市のフ
ロモーションに寄与するため。

・展示施設や市庁舎を巡る巡回企画展を開催 し、テーマに浴
つた講演会等を実施

・古文書読解等の文化財講座の実施
・平沢官術遺跡歴史ひろばにおける史跡活用催事の開催

評価

事業計画 活動実績
・秋季を中心とする展示施設等での巡国企画展及びテーマに

沿つた討演会等の開催
・ 6～ 9月 と12～ 3月 に各 8回古文書読解等の文化財講座¢

開講
・四季毎の平沢官衡遺跡歴史ひろば・小田城跡歴史ひろばに

おける史跡活用催事の実施

。小田氏治 と戦国時代の城館の巡国企画展 (2,769人 )・ 親子
発掘体験 (6人 )、 講演会 (295人 )を 開催

。前・後期各 8回の講座を開講 し、計55人が参加
・ 平沢官衛遺跡で、春の建物開扉 (約250人 )・ 夏のライ トア

ップ (約 500人 )。 秋のつ くば物語 (約 5,000人 )。 冬の芝文字
と防火訓練 (約90人 )を 実施。小田城跡で、夏の常世の國然
りとライ トアップ (約2,000人 )、 秋の小田大護摩法要と小
田城秋の陣2018(約 700人 )、 冬のどんど焼きと冬の陣
(約 2,800人 )を 実施

成果 課題

天候や周知状況により来場者数が少なかつた催事もあつた
が、各文化財展示施設での催事・講座・企画展の実施によつ
て、歴史や文化財に対する市民の関心や郷上愛を育むととも
に、観光やシティプロモーション等の活性化に寄与すること
ができた。

改善日標 (R01年度にむけて)

指標の推移

指標名 企画展開催に,Fう 講演会等の回数 (     1亘|     ) 活動指標

日標値

実 績

H28年度 H29年度 R01年H26年度 H27年度 H30年度

2.0

0.02.

2.0 2.0 2.0

2,0 2.0 2.0

2.012.0

2.0 01

R02年度

2.0

0,0
1

指標の 1企 画展のテーマに沿つたi脩 演会や体験 i‖座の開韓:日 数
概要 |

( )1旨lk名
|

0

0

0,01

0.01

H26年度 R02年度

0,00,0

0.0 0.0 0.0 0.00

0. 01

H29年度  I I130年 度    R01年 度H27年度  I  I128年度

0,0

0.0

日保値 |

実 績
2



指標の

概要

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0 0,0 0.0

実 績 0.0 0.00.0 0,0 0.0 0.0 0,0
3

指標の

概要

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

日標値 0,0 0.0 0,0 0,0 0.0 0.0 0.0

実 績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0
4

指標の
概要

指標名 ( )

H30年度H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 R01年度 R02年度

目桜鍋l盲 0.00.0 0.0 0,0 0,0 0,0 0.0

実  結 0.0 0,0 0.0 0,0 0.0 0,0 0.0
5

指標の

概要

コス トの推移

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度
項 目

(決算) (決算) (当初) (当 初)

国庫支出金 (千 円) 1,000 1,000 2,162 0

県支出金 (千円) 0 0 0 0

地方債 (千円) 0 0 0 0

その他 (千円) 136 159 116 0

財
源
内
訳

一般財源 (千円) 2,197 2,601 3,609 0

事業費計 (千 円) 3,333 3,760 5,887 0

従事割合 (人 ) 0,30 0.70
正職員

時間外勤務 (‖寺間) 300,00 350.00
人件費
内訳

臨時職員等 (有無) 有 有

人件費 (千円) 2,890 5,809

ＲＯ‐
年
度
当
初
積
算
根
処

。臨時職員賃金 1,760千 円(資料作成補助等)

・報償費 181千円 (講師謝ネし 142千円、ボランティア謝礼 39千円)

・需用費 2,645千 円 (消耗品費 73千 円、展示パンフレット等印刷 486千円、
遺跡地図印刷 1,859千 円)

・役務費 175千円 (郵便料 25千 円、運搬等手数料 150千円)

。委託料 1,300千 円 (催事委託・平沢 650千円、小田 650千 円)

・賃借料 35千 円 (展示品運搬用自動車賃借 )

※歳入

国庫補助金 2,162千 円 (埋蔵文化財活用事業・対象経費の 1/2)

文化財講座受講料 H6千円

事業コス ト

予算の方向性

拡 充
理 由

展示解説資料として遺跡地図を刊行するため。

方向性

十分に高く、今後 も増加が見込まれる。
ニーズと
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11計画通 りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいるか
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―
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会 議 録 

会議の名称 令和元年度第２回文化財保護審議会 

開催日時 令和２年（2020 年）２月 10 日 開会 10：00 閉会 12：00 

開催場所 市役所コミュニティ棟３階会議室Ａ 

事務局（担当課） 教育局文化財課 

 

出 

席 

者 

 

委員 

 

 

藤川昌樹会長、田中ひとみ副会長、大関武委員、 

岡野一穂委員、徳丸亞木委員、中村幸雄委員、 

橋本喜美子委員 

その他  

事務局 

 

森田教育長、吉沼教育局長、美野本文化財課課長、石橋文化

財課課長補佐、広瀬文化財課活用係長 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０名 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

 

 

（１）令和元年度主要事業の報告 

（２）つくば市文化財保存活用計画の進捗評価について 

（３）その他 

   ・下岩崎観音堂について 

   ・小田解脱寺について 

会議録署名人 広瀬 季一郎 確定年月日    

会

議

次

第 

１ 開会・挨拶 

２ 議事 

３ 閉会 

 



 

＜審議内容＞ 

事務局：皆様おはようございます。定刻となりましたので、令和元年度第２回

つくば市文化財保護審議会を開催させていただきます。今日は、ＡＩによる

議事録の作成を試みていますので、御発言の時にマイクを手にしていただく

ようよろしくお願いいたします。では初めに森田教育長から御挨拶申し上げ

ます。 

教育長：皆さんおはようございます。12 月 25 日に門脇教育長の後を引き継いで、

教育長に就任しました森田と申します。どうぞよろしくお願いします。私、

はもともと教員であったわけですけれども、県の教育委員会で仕事をした後、

こちらでお世話になりこのような形でまたお世話になるということで、皆様

にはこれからよろしくお願いいたします。 

改めまして、皆様にはお忙しいところ第２回目の文化財保護審議会にお集

まりをいただきましてありがとうございました。文化財保護審議会の皆様の

中には文化財保存活用計画の策定にも御尽力いただいた方もいらっしゃるわ

けですけれども、今年度からこの文化財保存活用計画に基づく施策が始まる

ということで、今回は、それに基づいた進捗状況の評価ということになるか

と思います。計画の進捗評価をどのように行って今後の事業に生かしていく

かという、まだ手探りの状態でございますけれども、皆様からの専門的な見

地で御意見を賜れればと思っておりますので、忌憚のない御意見を頂戴した

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

局長：皆様はじめましての方が多いと思います。12 月 25 日付けで教育局長を拝

命しました吉沼と申します。２回目の審議会ということですが、私としては

今回初めての参加ということになりますので、引き続き御指導をいただきな

がら一生懸命勉強させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。円滑な進行よろしくお願いいたします。 

事務局：それでは会長から御挨拶をよろしくお願いいたします、 



 

会長：皆さんおはようございます。今年度も２回目で年度末になっております

が、お手元にあります事務事業マネジメントシートという形で、昨年度策定

した保存活用計画の進行管理をしていくのが、この委員会の役目としても求

められるようになってきております。こうして書いてみるとずいぶん多くの

ことを市の皆さんがやって下さっている事がわかりますけれども、我々がそ

れを応援するような形で少しずつ進めていきたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

事務局：ありがとうございました。では早速ですが議事に入らせていただきた

いと思います。議長につきましては、つくば市文化財保護審議会条例の第 7

条第２項により、会長である藤川先生にお願いいたします。 

会長：はい分かりました。それでは始めさせていただきます。今日は議事が３

つ用意されていますけれども、まず最初に令和元年度主要事業の報告につい

て事務局から説明をお願いします。 

事務局：主要事業のうち、保存事業について資料に基づき説明。 

追加があれば、お願いできますか。 

副会長：巨樹の悉皆調査を行いましたが、当初予定の年数をちょっと延ばして

いただいて全部終わりました。ただし筑波山・宝篋山に関しては、登山道沿

いにあるものだけということで調査させていただきましたので、山の中には

まだたくさんあるかと思いますが、市民の皆さんの目に触れるところという

ところで、登山道沿いだけを調査させていただいて、それでも今回、50 本ぐ

らいかと思っていたところ結構ありまして、73 本調査させていただいたとい

う状況になっています。全体では全地区合わせて 496 件となりました。ただ

し、これが始まったのがもう５年以上前になりますので、いくつかもうなく

なったものもあるという情報も既にわかっています。今この中からいいもの

や希少なもの、大きなものを選んで 100 本ということで、全体の報告書をま

とめているところですが、正式に公開するときには、そういう意味でもう１



 

回現状把握することが必要になってくると思います。以上です。 

委員：田倉の三匹獅子の映像をデジタル化しているということですが、いつ頃

のものですか。また、市史編纂事業の中で、いわゆるつくば市の通史編の刊

行、これは計画にありますか。 

事務局：まず田倉の三匹獅子ですが昭和 57 年（1982 年）の豊里町の文化祭と昭

和 60 年（1985 年）の科学万博の豊里町の日のものです。たまたま、その時の

会員の方の家に残っていて、倉庫整理をしていたら出てきたというものです。

今は上郷周辺でも周辺市街地振興室というところが関わって地域のまちづく

りをいろいろやっていますが、その中でも田倉の三匹獅子に会長が関心を持

っていて、そういう動きとも連動して保存会の再興に向かっています。保存

会自体は指定解除にはなっていないので、保存会の会長が変更になるという

届出を出してもらって、そこで今新しくできた保存会に引き継ぐという扱い

にしていきたいと考えています。もう一つ、『つくば市史』について今のと

ころは何年というのはまだ決めていません。保存活用計画の中では、中期的

な課題としてあり、まだ具体的な準備段階には入っていないです。以上です。 

委員：大変貴重な資料がデジタル化をされたということで非常によかったと思

います。1 点、質問というかお考えをお示しいただきたいのですが、このデジ

タル化した資料を、どのように公開されるか、あるいは活用されるか、お考

えがあればお伺いしたいです。 

事務局：学術的な用途での貸し出しですとか、公開ということについては、撮

影者さんとビデオを持っていた方に了解はいただいています。 

副会長：歴史的な資料について、散逸したり、なくなったり、所有者が不在に

なったりすることがあるということだったので、やっぱり市で収集とか確認

をしているという事実を市民の方々に示していく必要があります。古い家を

解体するとかそういう時には、御連絡いただいて、歴史的に価値があるもの

があれば御寄贈いただくとか、積極的に市民の方々からの情報提供を、市報



 

やホームページを通じて呼びかけていって、市がそういうものを収集・確認

していることをもう少し知らせていったらどうかというふうに感じました。 

事務局：何年か前に広報誌に載せたことがありますが、最近、埋蔵文化財の土

地の開発の時には手続きをと広報誌に掲載する機会を年に１回作っているの

で、それに併せて古文書などについても呼びかけるようにしていきたいと思

います。 

会長：小田城跡の確認調査の予算が削減されているとのことですが、今後も同

じでしょうか。計画を考えないといけないのではないでしょうか。削減には

何か理由があるのでしょうか。 

事務局：はい、国の発掘調査の補助金が 46％減になっています。今年削減幅が

大きかったのは一つには防災の関係だというふうに言われており、全国一律

で結構カットされているということを聞いています。この先も、今年ほどか

どうかわかりませんけれども、補助金が削減されることは考えられます。小

田城跡復元整備事業として残っているのが、平成 26 年以降の確認調査の報告

書作成と刊行です。同じ補助事業である開発対応の発掘調査を優先せざるを

えませんが、今後検討していきます。 

委員：大曽根の薬師堂の件ですが、これは本来、八坂神社の薬師堂から大曽根

に曳家してきたかと思いますが、現在の管理者は地区になるのですか、千光

寺ですか。 

事務局：正式には薬師町の町会ですが、実質的には千光寺に預けられていると

いうことになります。 

会長：町内会の人達が負担して下さったということですか。 

事務局：町内会からも費用をいただいて、千光寺でも改修費用を負担している

と聞いています。 

委員：慶長の板碑の修繕方法はどんなふうにやった、またはやっているんです

か。 



 

事務局：板碑の修復ではなく、説明板の修繕で、説明板が見えなくなったので

新たに設置するものです。 

委員：小田の不殺生界碑の保存修繕を行った経緯はご存じですよね。で、この

板碑は剥離などが問題になってないんですか。 

事務局：かなり文字が見づらくなっています。ただ剥離はしていませんので、

おそらく雨とかでの摩滅といいますか、文字が拓本を見ないとよくわからな

いような状況ではあります。 

委員：それをそのまま放置するのですか。 

事務局：今のところ、現状のままということにはなります。 

事務局：以前に小田東部地区にある不殺生界碑という板碑を修理というか樹脂

含浸で保存した例がありますが、今も剥離が見られます。石の保存は結構難

しくて、表面は強化できたのですが、表面の固まった部分との間に水が入っ

て凍ったりするとそこが剥がれやすくなってきます。また、板碑には薄く剥

がれやすい石を使っているので、不殺生界碑については実験的に保存処理を

したのですがまだ完全ではないです。また、屋根を土地の所有者がかけてく

れていますが、今はその屋根も傷んできていて、市で直せないかという要望

も町の人からきています。その件についても、他のいろんな案件と含めて検

討させていただきます。 

委員：小田城跡等の草刈りの増額の理由は何ですか。 

事務局：やはり燃料費・人件費とも単価が全部上がっていますので、続けて増

額しているということになります。 

委員：薬師堂で説明板も壊れていたようですが、ここは修復もされたのでしょ

うか。 

事務局：説明板の修理はしていません。写真にある枠のところに解説板が昔あ

ったようですが、これは付けるとしたら市ということになってきます。今後

検討します。 



 

 

事務局：主要事業のうち、活用事業について資料に基づき説明。 

 

委員：今いろいろ説明を聞いて感じたことですが、小田と平沢を比較した場合、

平沢ではつくば物語がもう廃止になると。観光ではこれをつくばの四大イベ

ントとしての位置づけだったわけですが、なぜ廃止になったのか。いろいろ

事情があったのでしょうけど、文化財はその保存と活用が求められているの

に平沢はどうも尻すぼみになってきているような印象を受けます。小田城は

随分いろいろなイベントでも活用されているというイメージがありますが、

平沢ではつくば物語に代わるような活用に向けての何かはありますか。 

事務局：つくば物語はやめたわけではないですが、やはり観光部局でやってい

るのであそこまでの大きなイベントとなっています。文化財課ではそこまで

の大きなイベントはできないのですが、今回も企画展で古代が中心だったと

いうことで、平沢官衙遺跡周辺を紹介するウォーキングを実施しました。や

はり文化財課としてはこういったウォーキングをしたり、解説をしたりとい

うことで地道に史跡を紹介していくことが重要かと思っており、平沢のほう

でも力を入れてやっていけたらと思っています。 

事務局：もう一方でハード面としては、保存活用計画を作った先で屋根の修理

ですとか柱表示の改修という再整備事業をいろいろと考えていくことにはな

るので、その意味では活動面ではありませんが、今後お金はかけていくこと

にはなると思います。 

委員：それは活用の部分ではないから。もちろん平沢でつくば物語を開催して

くれれば一番いいのですが、筑波東中を使ったジオパークの話で、自転車の

りんりんロードがナショナルサイクルルートとして全国で３つのうちに選定

されました。しまなみ海道と琵琶湖周辺の自転車道と、つくばのりんりんロ

ードが選ばれたそうです。それでりんりんロードで市は今まで何をやってき



 

たかというと何にもして来なかったんですね。区会は草刈りとか、桜の剪定

とかをしていたんですよ。これは皆さんご存じでしょうが、りんりんロード

は筑波東中とはなんら接点がありません。それなので、筑波東中を今後活用

するのであれば、その接続アクセスを良くしていただかないと。せっかく全

国で３カ所選ばれており、なおかつジオパークで筑波東中を活用するという

ことであれば、アクセス道路の整備をしていただきたいということです。 

事務局：経済部に相乗りする形なので、施設整備に関して文化財課がイニシア

チブを持っているわけではないのですが、ジオパークの展示には歴史的部分

も元々考えられていましたので、そこを膨らませる形で文化財の展示も作っ

ていくというイメージです。そのため施設全体や運営としても経済部で、特

産品とかも入ってくると思います。ただ設備については経済部のほうが上手

いと思います。 

委員：遺跡地図とありましたが、これは一般向けになっているのでしょうか。

また、ボランティア講座は今年もやるのですか。またどのくらいの参加者が

あったのですか。 

事務局：今までの遺跡地図は基本的には地図と一覧がついているだけでした。

ただこれでは一般の方が見てもあまり面白くないので、遺跡をまわるモデル

コースですとか、市域内全域で、面白い発掘成果の遺跡を取り上げて解説を

しています。そういったものを見て現地に足を運んで、整備したところです

とか、現地に行ってこの辺なのかなと感じられるかと思っております。 

事務局：文化財ボランティアについては、第一回で参加者は中高年 11 名で、現

在 10 名が登録しています。25 人位の募集を考えていましたが、ボランティア

という名前をつけたことで普通の講座より応募者数は控えめになったとは思

っています。普通の歴史講座だと大体定員いっぱいになるのですが、ボラン

ティアの養成講座といったときには、やる気がある方が集まってくれました

が、登録者数自体は１回ではそんなに増えていかないと感じました。そのた



 

め、講座としては年に前期後期で２回ぐらいやって、当面は 20〜30 人ぐらい

の人数が確保できるように増やしていく段階なのかと思っています。 

副会長：このボランティア養成講座、今回の保存活用計画の中で目玉的なもの

でしたので本当にやっていただいてありがとうございます。私どもも３年か

けて環境のボランティアを養成して、それで 30 名の登録者を得ていたので、

やはり年間 10 名、大きな成果じゃないかと思っています。できるだけこの方

々を大事に育成していただいて、活躍のチャンス、今度もイベントで解説し

ていただけるという話でしたので、そのフォローをしていただきながら、そ

の解説員さん同士が自分たちで自己研鑽をしていけるような環境を作ってい

って、いろんな資料をお渡しするとか何かこうステップアップができるよう

な仕組みを作っていただいて、それで次に続けていただきたいなと思ってい

ます。滑り出しとしては上々かと私は思いますので、ぜひ続けていただけれ

ばと思います、よろしくお願いいたします。 

委員：登録者はどのような方ですか。年代や、男女比などを教えてください。 

事務局：登録者は、まず感じたのが、歴史に詳しくてマニアックな人がいらっ

しゃるのかなという予想でいたのですが、そうではなくてどちらかというと、

新しく移住してきた人、10 年ぐらいになる人という方が多かったです。男女

比でいうと半々位です。案外女性が多かったと感じています。年齢で言うと

40 代から 60 代で、男性だと 60 代が多いです。以前、文化財課の職員だった

方もお越しいただいて、もう即戦力候補かと思います。 

委員：コンベンションビューローにボランティアがいますよね。あそこの方々

は出てきていなかったですか。 

事務局：観光ボランティア 298 の方がいたかは分かりませんが、私が以前コン

ベンションビューローにいた時に会議の支援や語学の支援をしてくれるボラ

ンティアの方が 1 人、今回の文化財ボランティアの方にも来ていただいてい

ました。 



 

会長：私から１件、この資料の作り方ですが、例えば、文化財展示講座等事業

で活動実績、どこで何人の来場者があったみたいなものがありますよね。今

度この下の指標の推移のところに毎年続けて実績値として入力すれば、昨年

より多かったとか少なかったとかそういう検討に使えると思っています。全

体的にこの欄が空いているところが結構ありますが、もうちょっと活用して

いただけるといいかと思います。ぜひ検討して下さい。 

事務局：文化財の場合、目標として入れにくいものが多くて空欄が目立ちます

が、来館者数はやっぱり入れるべきと感じますので、検討したいと思います。 

会長：もう１点、やはり資料の作り方のポイントで、確か昨年度の委員会で資

料をなるべく簡素化することになって、それで今回このほかの事業とか共通

するフォーマットを出していただいたということでいいと思いますが、文化

財課としての事業の予算が総額いくらでどうなったという全体像がちょっと

わかりづらいので、簡単で構いませんから、１枚この前に予算がいくらあっ

たけどこの部分がオーバーしたとか、それほど施行しなかったとかわかるよ

うになっているといいと思います。またページも打っていただいた方がいい

と思います。 

事務局：改善いたします。 

会長：他になければ議事の２番目のほうに移りたいと思いますがよろしいでし

ょうか。つくば市文化財保存活用計画の進捗評価についてということで、事

務局から説明をお願いいたします。 

 

事務局：資料に基づき説明 

 

会長：そうすると審議会としてこの進捗評価の全ての欄にＡＢＣＤのいずれか

の判断をする必要があるということになりますか。たくさんありますけど。

あえて評価させていただいてもっとやって下さいと申し上げることも可能で



 

すが、それが首を締めることにもなるような気がする。どんなふうにしまし

ょうかね。まずＢが一番多いのですけれども、このＢの中で、もうちょっと

上ぐらい評価してもいいのではないかとか、あるいは逆にがんばって欲しい

からＣにしていただいた方がいいのではないかとか、そういうようなものが

あったら先にまずそれをお聞きしましょうか。 

委員：これがいいかどうかという点で、進捗管理表の方ですけれど、例えばま

ず、「継続する取り組み」の項目の一個一個を担当課で自己評価に入れてい

ただくと、きっと委員の方がそれに基づいて全体の評価がやりやすいのでは

ないかと思います。今回はもうこれで出ていますが、今後検討して頂けると

いいです。委員としても今後も文化財保護審議会が年に２回開かれるとして、

この表が出てきてここで今評価をしましょうと言っても時間だけが過ぎてし

まうので、この項目ごとの方がいいかと思いました。感想も含めて以上です。 

副会長：私としてはこの審議会として、進捗評価をここにつけることが適切な

のか疑問があります。やはり会議は年に２回ほどしかないですし、それで非

常によく文化財課の方はやってらっしゃるとは思うのですけれども、それを

ＡＢＣで評価するというのはあまりに全体を把握しきれない感じがしますの

で。一つ一つをＡＢＣというよりは、審議会としてのコメントをつけるとい

う程度でもいいかと思います。これは担当課さんが自己評価していただいて、

それに対してやり残しとか、非常に良くやっていますよとか、これは順調と

しているけれども、ちょっとこの辺はできるのではないですかというような、

そういうコメントをつける程度ではどうでしょうか、というのが私の感想で

す。一つ一つこれを決めていくとなると全員の合意が必要になるので、そう

するとある人はこれでいいでしょう、ある人はいやだとかいろんな意見が出

てきたときに、どういうふうに審議会としてそれを一つ一つ、では決を採り

ますかというような話になっていくような気がして、時間がかなりかかって

しまうということもあるので、文化財保護審議会としてそこに評価をつける



 

というのはどうなのかというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

事務局：ありがとうございます。私どもとしては保存活用計画を策定して、進

捗状況の実績評価を行わなければならないという思いがあり、審議会の皆様

の御意見もいただきたいということでこのような表の書き方をさせていただ

きましたが、保存活用計画では審議会に進捗状況を報告して、指導・助言を

いただくという記載になっておりますので、今ほど委員がおっしゃったよう

なやり方で、事務局としては、一つ一つの施策に対してこういう評価を行っ

たと、それに対しての御意見をいただくというような形がよろしいかと、今

の御意見いただいて私も思ったところでございます。 

会長：市としては審議会のＡＢＣの評価はいただかないということですね。 

事務局：そう変更したいと思います。 

会長：市全体としてこういう評価が義務づけられているのかと思っていたので

すが、そうではないのならば、むしろ今までの議論の中で既に委員の方々か

ら御意見をいただいていると思います。例えば市史編纂事業を着実に進めて

欲しいというのは、御意見の一つだったかと思いますし、それぞれの項目に

関してもいろいろあったと思うので、そうした御意見を議事録から抜き出し

て書いていただくような形でいいのかなと思いますが、いかがでしょうか。 

副会長：それで、この表を見てちょっと気になったことを。その一番上の各種

文化財調査事業のところに、文化財調査で市内の大学・研究機関との連携を

より密にとありますが、この市内の大学・研究機関というのは具体的にどう

いうところを想定されているか、予定していることがあれば教えていただき

たいと思います。 

事務局：計画をつくるときに、市内にこれだけ国立の研究所や大学がいっぱい

あるので連携はもっとしていったほうが事業も成果が出るのではないかとい

うのが趣旨だったかと思います。現在も専門的なＮＰＯ法人と連携している

わけですし、筑波大学とも以前に民俗調査や古民家調査を連携して行ったこ



 

とがあり、そういう事業になるかと思います。また、歴史・考古学系の先生

方とは個別で御指導いただいたりもしています。 

副会長：国立の研究所であっても大学であっても構わないですし、つくば市の

環境をもっと活かしたいという方向は分かりますが、具体的にどこと連携す

るというのがあったほうがいいです。アプローチが漠然としていると忙しい

中でやれないと思うので、どことはどういう連携を取るかということをピッ

クアップしていただいて、市民ボランティアさんの養成講座などでも、参加

すれば協力してくれる先生の講義が聞けるとか、少しインセンティブみたい

なものが出てくると、歴史講座なら来るのだけれどもボランティアなら行か

ないという人たちが、そっちも行ってみようかなと思うとか。何かもう少し

事業の全体をお示しして、具体的なお話しを大学の先生や研究機関の方に持

っていけたらいいのではないかと思うので、大学の先生とか研究機関の人に

協力してもらいたいことを一覧としてピックアップしたら、今後にアプロー

チしていく手順ができていくのではないかと思いました。また、市から研究

機関に一度にまとめて依頼しても協力を得るのが難しいので、順次可能にな

ったらお願いするというように取り組んでいかれたらいいかなと思います。 

事務局：はい、そのとおりだと思います。検討させていただきます。あと悉皆

調査については、研究機関と連携して委託業務としてやっていきたいと思っ

ていますので、巨樹・古木調査が一段落して次に何をやっていくかとも、次

に何をやるかとも関係してくると思っています。 

会長：今の件でいうと、表の一番右側の新規開始充実強化を図る取り組みとい

うところは、かなり具体的に書いてあるところとそうでないところがいろい

ろありますね。比較的たやすそうなところと、何から手をつけたらいいのか

わからないってところがあるわけですので、もしかするとここ自体ももう一

度考えてみるといいのかもしれないですね。 

会長：ほかにはいかがでしょうか。 



 

委員：自己評価について、例えば今年で完了する自然文化財調査や、重要史料

の刊行を積み上げている市史編纂、神橋の修理が完了した民有文化財の保存

事業のように、その年度できちんと達成できて、文化財の保存活用として非

常に優れたものが出たときには、それを正当に評価するべきだと思います。 

会長：今の御意見を参考に、自己評価のところまで変更していただいても構わ

ないのですよね。それも検討していただいた方がいいかもしれません。 

事務局：はい御意見ありがとうございます。フォーマットにしても最初に申し

上げたようにこれから検討したいところもございますし、その評価につきま

しても今おっしゃっていただいたようにもう一度確認させていただきまし

て、また御報告できればと思います。よろしくお願いいたします。 

会長：よろしくお願いします。時間もなくなってきたので、案件２、事務局か

ら説明願います。 

 

事務局：下岩崎観音堂と小田解脱寺について説明。 

 

委員：今２件、御説明ありましたが、まず下岩崎の観音堂のほうについて。仏

像ですが、厨子の中に入っている本尊が如意輪観音像、その次の寺宝とされ

る観音像が如意輪観音なので、そうするとここに出てくる十一面観音ではな

いという点がまず１点。それと仏像に関しては県が専門の先生に依頼して調

査をされていましたが、ここは調査をしてないのですか。 

事務局：していません。 

委員：そうすると、ぜひここにもあるように専門家によるしっかりした調査が

必要なのかなと思います。自分の見地から言うと、現物を見ていないで言う

のは失礼ですけども、本尊のほうは胡粉なのでこれは近世的な感じはするの

ですけど、寺宝と言っているほうは中世まであるいは江戸初期かもしれない

ですけどきっといいものなんじゃないかなと思います。それから経緯につい



 

てもお話しいただきましたが、市役所の１階で飾られたパネル展を私も見さ

せていただき、非常によくまとまっており、あるいは思いにあふれていると

の感じを受けて、ほんとに素晴らしいなと思いました。文化財指定にという

ことはその後かと思いますが、基礎的な資料調査をするといいと思いました。 

それから、女人講の絵馬のほうですけれど、こちらの絵馬もぜひ裏面の確

認を取れるといいのかと思います。相当大きいですし、女人信仰について民

俗調査も含めてできればいいと思いました。 

解脱寺の方ですが、古い慶長期の内陣と外陣だけでもその新しい本堂に組

み込むようなものが提案できるといいと思いました。もちろん指定文化財で

はないので、どこまで文化財課のほうで解脱寺さんの方に提言できるかとい

うのがあるかと思いますが、やっぱり調査が入られて貴重なものが見つかっ

ているのであれば、その慶長期と思われる内陣・外陣だけでも新たな本堂に

組み込むこととか、あるいは古い部材を生かしてとか彫刻の部分だけでもう

まくこう生かせるといいのかなという感想を持ちました。 

会長：解脱寺の関係で、もし何かあれば。 

委員：地元でありながら詳しいことがよくわからなくて。ただ地元としまして

はとにかく耐震の点で危なくて、ここは利用しているところなので、随分長

い時間をかけてどうしようか検討されてきたところなのですね。一番問題に

なるのは予算のほうでして、地元の人たちがお金を出し合って文化財として

直していくということは難しいので、メモリアルホールみたいな形に変えよ

うかという案に流れそうになった時期もあったのですが、何とか本堂は建替

えようとなって、実は去年の９月にもう解体工事入る予定だと聞きましたか

ら、びっくりして文化財課の方にお話ししたのです。そんな経緯がありまし

た。具体的なことは詳しく分からないので。 

事務局：関係者の意見を聴くと、これを残していくのは難しいと思っています。

そこで、こういうものがあったことを専門家に調べてもらって記録保存とい



 

う形でも残していくことが次善策かと思っています。彫刻のある部材につい

ては、できるだけサンプル的にでも保管できたらと思っております。 

会長：補足しますと調査を昨年末に行って、それから年明けて調査者と私で御

住職に少しお話をしました。その調査結果に基づいてかなり貴重なもの、か

なり希少なものであるということもお伝えしています。御檀家さん及び御住

職もその段階では全て新築建て替える方針で、もし修復するならば費用が多

額になると業者から聴いているということだったのですが、調査者の見立て

では修復でも費用はもう少し抑えられるのではないかともお伝えして、檀家

さんにも話してみますというのが御住職さんのそのときの御回答でした。そ

れで例えば今から新しく指定文化財にしていくことは今後の計画としてもそ

う容易なことではないし、それから改造がかなりありますから文化財の状態

として凄くいいものとはちょっと言いかねるとは思うのですね。ただそれで

も、地域にとっての景観であるとか、あるいは歴史の証人であるとかという

面では貴重なものであることは間違いがないので、もし檀家さんが何とか残

していこうと決断をされるのであれば、例えば文化財として難しくても景観

のほうから何か支援していくことができないかと、これは私個人の意見とし

てはお伝えしてきたところです。最終的にどういうふうに御判断されるかわ

かりませんけど、お寺さんなので基本は檀家さんなり御住職が何とかしよう

と決断していただかないと周りが頑張ってどうなるものでもないので、まず

その御判断をお待ちしたいなというふうに思っています。もし残していただ

けるようだったら、いろんな形が、一応は制度としてはありますから、何か

できることはないかと探しているところです。他に解脱寺や下岩崎観音堂に

ついてございますか。 

事務局：行政の支援については文化財指定をしない限りは政教分離の点から難

しいかと思います。そのため、所有者さんの判断によらざるを得ません。 

 絵馬の評価についてうかがいたくお願いいたします。 



 

委員：下岩崎の絵馬については、指定かどうかはともかく非常に貴重なものだ

と思います。是非保存して欲しいと考えています。それで、そのものだけで

はなくて、そこに付帯されているこの地域の方たちの信仰のあり方みたいな

ものを同時に調査記録する必要があるかなと思います。内部を見ましても今

もきちんとこの信仰が生きているように見受けられますので、民俗資料とし

て保存や記録を進めていくことができればいいと希望するところです。 

委員：今年度の事業とは別の話となりますが、企画展事業は来年度、今度はど

ういうテーマでやろうというのは決まっていますか。 

事務局：今のところは考えていないですけれど、ただ課内では、今年ジオパー

クの再審査があるので、ジオパーク関係はどうかという話は出ておりました。 

委員：一つの提案というか自分の希望も兼ねての話として聞いていただきたい

のですが、今『麒麟がくる』という大河ドラマがありますよね。今、明智光

秀が盛り上がっているかと思います。先週に尾美としのりさんがやっていた

役の、土岐頼芸という人が出てくるのですが、この土岐頼芸の書いた絵を小

田の龍勝寺というところで持っています。ご存じのように今後、斎藤道三に

追われた後どこに行くのかというと、茨城の江戸崎に来るのですけど、それ

は弟をとおして来るのであります。もともとこの小田氏と土岐氏は非常に関

係が深いので、さらにテレビに出てきているあの人が書いた絵もつくばで指

定文化財になっていて、つくばで持っていてほとんどの方が見ていない、私

も見たことはないので、ぜひ紹介してほしい。早くやらないと終わってしま

うので、一つの検討材料としていただきたい。 

事務局：参考にさせていただきます。 

会長：長時間にわたり本当に貴重な御意見をありがとうございました。以上で

議事を終了いたします。 

事務局：これをもちまして、令和元年度第２回の文化財保存審議会を閉会いた

します。 



 

 



令和元年度第２回文化財保護審議会 会議次第

と き 令和２年２月10日（月）

午前10時00分～

ところ 市役所コミュ二ティ棟３階会議室Ａ

１ 開会・挨拶

２ 議事

（１）令和元年度主要事業の報告について

（２）つくば市文化財保存活用計画の進捗評価について

（３）その他

・下岩崎観音堂について

・小田解脱寺について

３ 閉会



※すべて 1月 末現在での見込みとして作成

令和元年度 事務事業マネジメントシー ト
資料 I

の

事務事業名 981 各種文化財基本調査事業

戦 田子プラン I 3 3 文化財保護の推進 担当部課

係名

教育局文化財課

保存係

総合戦略 新規・継統 新規

事業分類 任意的事務

予算科目 01■

市民参加

□ 共有、理解

事業期間 □ 企画・立案、計画

個別計画
つくば市文化財保存活用計画 口 実行

□ 評価・検証

根拠法令
文化財保護法 事業体制 一部委託

市長公約

事ヨ の 的 事業の概要

市内に所在する無指定を含む各種文化財の基本調査を行

麦渉寺螢詈ち奪ケr各嶺津官徳客猛霰懇奮2妥奄島稼整観

するため。

・悉皆調査 各種文化財について計画的・継統的に所在や糊

要を把握する基本調査      ' 、
H26年度から6年計画で自然文化財調査 1件を実施中

。文化財現況確認調査 巡視等により文化財の現状を把握サ

る。
。その他文化財の調査 その他必要に応じて各種調査を行

つ。

評価

事業計画 活動実績

・悉皆調査は自然文化財調査の6年 目で、筑波山地を対象に
30件を目標に行う。その過程で新規対象が生じた場合は遇

宜追加調査する。
・今年度分調査まとめに加え、H26年度からの調査成果をま

とめた報告書を作成する。
・夏・冬の2回、県文化財保護指導員とともに国県指定文イを

財等の巡視を行う。
・必要に応じて各種文化財調査を行う。

・悉皆調査は筑波山 。宝賞山の巨樹・古木等を対象に、 5。

象愚爆翠挫即完牌i瑾煤宅猪鵬 ミ進、そ鰐
に今年度及び調査全体をまとめた報告書を作虜する。

18月 と1月 の2回、県文化財保護指導員とともに国県指定
文化財等の巡視を行つたと
・11月 から2月 に、解体が予定されている小田所在の解脱吉
について、現状を記録するための建造物調査を実施した。 '

成果 課題

・悉皆調査により、調査以前は不明であつた巨樹・古木の墓

礎データがまとまり、今後の保存活用の資料ができた。 i

.灘綴隼冴第丞福∈薪奮雀警程薇お傘混糧翼嵐桑袖な記録資
料が蓄積できた。

・巨樹・古木調査の成果を市民等にわかりやすく公開するこ

とが必要である。

改 目標 にむ て )

巨樹・古木調査の成果をまとつた市民向けの刊行物を る。

指

'

票の推移

1

指標名 悉皆調査件数 (  件   ) 活動指標

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0,0 0,0 010 0,0 30.0 0,0

実 績 0.0 0.0 0`0 0.0 0,0 73.0 0.0

指標の

概要

指標名 巡視による現況確認文化財件数 (   件   ) 活動指標

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0,0 0.0 0.0 0,0 25,0 0.0

実 績 0.0 0.0 0,0 0,0 0.0 26.0 0.02



指標の

概要

3

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0。 0

実 績 0,0 0.0 0.0 0.0 0。 0 0,0 0.0

指標の
概要

4

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 α 0 0,0 0。 O 0,0 0,0 0,0

実 績 0.0 0,0 0.0 0.0 0,0 0,0 0,0

指標の
概要

5

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0。 0 0.0 0. 0.0 0.0 0.0 0.0

実       結 0,0 0,0 0.0 0.0 0.0 0,0 0,0

指標の

概要

コ

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (当初) (当初)

財
源
内
訳

国庫支出金 (千円) 0 0 0 0

県支出金 (千円) 0 0 0 0

地方債 (千円) 0 0 0 0

の他 (千円) 0 0 0 0

一般財源 (千円) 0 772 620 0

事業費計 (千円) 0 772 620 0

人件費
内訳

正職員
従事割合 (人 ) 0.00 0,30

時間外勤務 (時間) 0。 00 20.00

臨時職員等 (有無) 無 征

人件費 (千円) 0 2,168

事業コス ト (千円) 0 2,940

R02

年
度
当
初
積
算
根
拠

調査員謝礼 20千円
文化財悉皆調査委託料 600千円

予算の方向性

理 由
維持

方向性

市民ニーズ
4

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

市民ユーズと今後の見込み

進捗状況
3

やや遅れたが、今年度の実施計画を達成 した。

事業が計画的に進んでいるか

市の関与
2

今後 も市が実施するほうがよい。

行政が関与する必要性について

優先度
2

継続 して実施する必要がある。

事業の優先度はどうか



令和元年度  事務事業ヤネジメン トシー ト

事業の基本情報

事務事業名 982 埋蔵文化財調査 ,保存事業

戦略プラン I 3 3 文化財保護の推進 担当部課

係名

教育局文化財課

保存係

総合戦略 新規・継続 新規

事業分類 法定十任意

予算科目 01-100503-12 に要する

市民参加

□ 共有、理解

要求区分 事業期間 □ 企画・立案、計画

個別計画
つくば市文化財保存活用計画 □ 実行

□

根拠法令
文化財保護法 事業体制 一部委託

市長公約

概要

事業の目的 事業の概要

市内に所在する埋蔵文化財について、各種開発等に伴つて抑
削を伴う工事等が行われる際に、文化財保護法等で定めら油
た調査・・調整等の手続きを行い、保存措置を講じる。また、
重要な遺跡について調査を行い、今後の保存 。活用を立案サ

る。調査で得られた出土品等は市の歴史を物語る資料として

保管・活用する。

1 各種開発等に伴 う埋蔵文化財取扱事務
2 各種開発等に伴 う試掘・確認調査
3 非営利 目的での本発掘調査等
4 民間調査機関による記録保存調査の調整
5 重要な遺跡の保存 。活用を検討するための内容確認調査

評価

事業計画 活動実績

埋蔵文化財所在地で開発等が生じたときに、状況に応じて之

要な調査 。調整を実施する。     ｀
1 埋蔵文化財の有無照会 :文書172件、窓日・ファックス

等1,015か所と
2 各種開発に伴う試掘・確認調査29件も
3 本発掘調査 3件。調査件数計32件。
4 昨年度、民間調査組織が実施した本発掘調査の報告書作
成について、調整・協議を行つた。
5 重要遺跡の保存・活用のための調査はなし。

成果

1 有無照会に迅速かつ的確に回答して、事業者が開発の

画立案や手続き等を適切に行えるようにすることができた。
2 試掘 。確認調査を実施することで、市民生活や経
大きな支障を及ぼすことなく、開発と保存を調整できた。

3 本発掘調査等で得た出土品や遺跡の情報などの調

太 電施設開発等の増加によつて増えた業務を、い

に効率良く行つていくかが課題である。

改善目標 にむけて)

重複 している文書の手続きなど、省略可能な業務を減らし、一層の効率化を図る。

指標の推移

1

指標名 試掘・確認調査の件数 (  件数   ) 活動指標

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0.0 0.0 0。 O 24,0 24.0

実 績 15,0 29,0 34,0 29,0 27.0 29,0 0.0

指標の

概要
埋蔵文化財の有無照会や調査件数は、開発等の発生状況に左右されるため、指標を設定できないが、参考ま
でに月 2件 X12か月=24件を目標値とした。

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0,0 0,0 0,0 0.0 0.0 0.0

実 績 0,0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 0.02



指標の
概要

3

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R91年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 010

実 績 0.0 010 0.0 0.0 0。 0 0。 0 0.0

指標の
概要

4

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 010 0,0 0.0 0,0 0,0 0.0

実 績 0,0 0.0 0.0 0.0 010 0。 0 0.0

指標の
概要

5

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0∫ 0 0.0 0,0 0.0 0,0 0.0

実 績 0.0 0.0 0.0 0.0 0。 0 0。 0 0.0

指標の
概要

コス トの推移

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (決算) (当初 ) (当 初)

財
源
内
訳

国庫支出金 (千 円) 2,707 3,196 0 0

県支出金 (千 円) 0 0 0 0

地方憤 (千 円) 0 0 0 0

その他 (千 円) 0 0 0 0

一般財源 (千 円) 3,407 4,017 0 0

計 (千円) 6,114 7,213 0 0

人件費
内訳

正職員
従事割合 (人 ) 1。 10 1.50

時間外勤務 (時間) 600。 00 350.00

(有無) 有 有

人件費 (千円) 9,253 11,455

事業コス ト (千 円) 15,367 18,668

R02

年
度
当

初
積
算
根
拠

04会計年度任用職員報酬 6,72o千 円

1阜医毒酵:与
:軍留帝椙轟

i命酪
年
毎こ養辞

暴
費
昌麻争 彗蟹

素
履k ,千島、

|:姿巽蔚
数

札7千胃
Fi監

土品等分析 107千円、天然記念物悉皆調査 600千円)

14使用料及び賃借料 (重機・調査機材) 945千円
16埋戻し用原材料費 5千円

螺雲央
購

台魯驀易丞
卜
と,39餡扉甲 (埋蔵文化財発掘調査等事業・対象経費の1/2)

予算の方向性

理 由

令和2年度に予定される複数の大規模開発に伴う試掘・確認調査に対応することと、会計任用年

度職員への変更に伴う報酬増額のため。
拡 充

方向性

市民ニー ズ
4

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

市民ニーズと今後の見込み

進捗状況
4

計画通りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいるか

市の関与
3

法令等により、市の実施が定められている。

行政が関与する必要性について

優先度
2

継続 して実施する必要がある。

事業の優先度はどうか



令和元年度  事務事業マネジメン トシー ト

862 小田城跡確認調査事業

の

局文化財課

・ 活

■ 共有 理解

□ 企画・立案、計画

実行

のみ

。国指定史跡 小田城跡」の本丸周辺部 (遺構保全ゾーン)、

約71,o00Hfの うち、4,500Hfを 目安に平成 9ヽ年度～令和 2
(現地調査はH30年度まで) で発掘調査及び整理調査を
る 。

任

□

事務事業名

封 篤プラン 担当部課

係名

新規・継統総合戦略

事業分類
予算科目 01-100503-15 城跡に る

要求区分 事業期間 ～令和 2年度

個別計画 史跡小田城跡保存整備基本計画、つくば市文化財保存
活用計画

市民参力日

事業体制
根拠法令

の 的

市長公約

事業計画 実績

」の地下状況を把握、確認買収した土地等、「小田城跡
るためど

・平成26～ 30年度の現地調査基礎整翠を完了させるほか、世
土品保存処理を行う。

に向けて、26年度～30年度の現地調査基礎整瑠

た計
詳細調査を実施

ャ
た。また木製,31の併

・報告書刊行
を完了させ、
存処理を行つ

があり、予

たと

2年度分の国補助金が減額される

和 2年度は、詳細整理を進め、報告書作成を継続する。

。基礎整理を進める

り事業を進められるか不透明である。

目標 (R02年度にむけ

で、保存・整備・活用の計画作成
とができた。また木製品の保存
出土品の恒久的な保存が可能とな

と

こ
　

ヽ

こ
る

で

な基礎資料を得
を実施すること

指標の推移
指標名 累計発掘調査面積 _止   ポ   ) 活動指標

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度
目標値 3,700,0 4,000,0 4,200.0 4,500,0 4,800,0 4,800。 0 0.0
実 績 3,774.0 4,122.0 4,350。 0 4,642.0 5,035.0 5,035,0 0,0

1

指標の

概要
発掘調査面積の合計。令和元年度は整理調査のみのため0∬。

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度
目標値 0.0 0.0 0,0 0,0 0.0 0.0 0.0
実 績 0.0 0。 0 0.0 0.0 0,0 0.0 0,0

2



指標の
概要

3

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度
目標値 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0
実 績 0.0 0。 O 0.0 0,0 0.0 0。 O

指標の
概要

4

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01

目標値 0.0 0.0 0.0 0。 0 0。 0 0,0
実 績 0.0 0.0 0.0 010 0.0 0。

指標の
概要

R01

5
0,0 0,0 0 0。 0 0.0

0,0 0.0 0,0 0

指標の
概要

コ ス の

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 令和 3年度

財
源
内

訳

国庫支出金 (千 円) 1,788 615 2,002 0
県支出金 (千円) 0 0 0 0
地方債 (千 円) 0 0 0 0

その他 (千 円) 0 0 0 0
■般財源 (千円) 2,250 635 2,034 0

事業費計 (千 円) 4,038 14250 4,036 0

人件費
内訳

正職員
(人 ) 0.60 0.60

時間外勤務 (時間) 173.50 130.00

臨時職員等 (有無) 有 有

人件費 (千 円) 4,666 4,558

事業コス ト (千 円) 8,704 5,808

R02

年
度
当
初
積
算
根`
拠

IIS課裂 〔ぁ〕軍百現墨傘離度
年
屋鶯愚瞥暴用

報
梨桂)

H需用費 673千 円 (消耗品費 183千円、報告書印刷代 490千 円)

13委託料 1,204千 円 (理化学分析 263千 円、保存処理 941千円)

※歳入 国庫補助金 2,002千 円 (埋蔵文化財発掘調査等事業 。対象経費の1/2)

予算の方向性

理 由
維 持

方向性

市民ニーズ
3

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。
市民ニーズと今後の見込み

准捗状況
4

計画通 りに進めることができた。
事業が計画的に進んでいるか

市の関与
2

今後も市が実施するほうがよい。
行政が関与する必要性について

優先度
2

継続 して実施する必要がある。
事業の優先度はどうか

0.0

0。 0

0.0

0.0

0

0



令和元年度  事務事業マネジメン トシー ト

事務事業名 859 市史編纂事業

戦略プラン 担当部課

係名

教育局文化財課

保存係

新規・継続 継続

事業分類 任意的事務

総合戦略

予算科 目 01-100503-14 □ 共有、理解

要求区分 事業期間 □ 企画・立案、計画

□ 実行
市民参加

□ 評価 。検証
個男U計画

つくば市文化財保存活用計画

事業体制 職員のみ

市長公約根拠法令

概要

事業事業の目的
・保有史 :資料の整理及び解読作業 (江戸時代の近世文書

中心に行 う。)              、
,

・史 。資料集の刊行
整理・解読後の史・資料について、史 。資料集を刊行

。未発見史 。資料の調査及び記録

記録の写真、デジタルデータ化を行 う。
・市関連史・資料の入手 (古書店等からの購入を含む。 )

歴史資料を体系的 。分類的に調査・整理・記録して郷土

を正しく後世へ伝えるため。

活動実績事業計画

!古文書の解読
J市史史料集第十六編『古来村御用留 (上)』 干J行
∫新史料の調査、写真撮影
・市関連資料の受贈 4件  |
・市史関係資料の購入 4件
呈田倉三匹獅子映像資料のデジタル化を実施
・市史販売広報活動の実施

・保有史 !資料の整理及び解読作業       f
i史・資料集を、年内に編集 し、印刷製本契約後、年度末に

刊行
・未発見史 。資料の調査及び記録
・市関連史・資料の入手

課題成 果

がほぼ終了したが、まだ日録のみのものがある。
また、所有者の代替わりにより史料の所在が不明になる

旧町村史編纂時に調査を行う については、重要な

多く見受けられる。

目録のみ作成した資料を、調査・

し、解読をして史料集 1冊を刊行、内容の公開ができた。
また、市関連資料の寄贈を受け、流出した市史関係史料

し、民俗芸能の映像をデジタル化するなど、市関

旧町村

できた。

改 目標 (R02年度に けて)

史料の所在確認と、日録のみの史料の調査・ などを実施する。

指標の推移
活動指標図書の刊行 (   冊   )指標名

H30年度 R01年度 R02年度H27年度 H28年度 H29年度H26年度
1.0 1,0 1,01.0 1.0目標値 1.0 1.0

1.0 1.0 0.01.0 1.0実 績 1,0 1.0
1

指標の

概要
整理・読解の終了した史・資料について、冊子としてfJ行する。

指標名 ( )

R01年度 R02年度H29年度 H30年度H26年度 H27年度 H28年度

0,0 0.0 0.0 0,00.0 0.0 0,0目標値

0.0 0,0 0.0 0.00,0 0,0 0,0実 績
2



指標の

概要

3

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0。 O 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

実 績 0。 0 0.0 0。 0 0.0 0,0 0,0 0.0

指標の
概要

4

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0:0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0

実 績 0.0 0,0 0。 O 0.0 0,0 010 .0.0

指標の
概要

5

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0。 0 0,0 0,0 0,0 0.0

実  績 0.0 0.0 0.0 0.0 0。 0 0.0 0.0

指標の
概要

軍ス トの推移

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (決算) (当初 ) (当初)

財
源
内
訳

国庫支出金 (千 円) 0 0 0 0

県支出金 (千 円) 0 0 0 0

地方債 (千 円) 0 0 0 0

その他 (千 円) 154 100 220 0

一般財源 (千 円) 349 852 467 0

事業費計 (千 円) 503 952 687 0

人件費
内訳

正職員
従事割合 (人 ) 0。 20 0」 20

時間外勤務 (時間) 0.00 20.00

臨時職員等 (有無) 有 有

人件費 (千 円) 1,412 1,462

事業コス ト (千 円) 1,915 2,414

R02

年

度
当
初
積
算
根
拠

・普通旅費
・需用費
・委託料
・備品購入費
※歳入 町村

5千円
512千円 (消耗品 12千円t市史史料集印刷製本 500千 円)

70千 円 (重要資料撮影委託)

loo千円 (市史関連歴史資料)

史売上料 220千円

予算の方向性

理 由
維 持

方向性

市民ニーズ
3

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

市民ニーズと今後の見込み

進捗状況
4

計画通 りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいるか

市の関与
2

今後も市が実施するほうがよい。

行政が関与する必要性について

優先度
2

継続 して実施する必要がある。

事業の優先度はどうか



令和元年度  事務事業マネジメン トシー ト

の

事務事業名 854 文化財保護審議会事業

プラン 担当部課

係名

教育局文化財課

保存係・活用係

総合戦略 新規・継統 継続

事業分類

予算科 目 01-100503-11 1こ

市民参力日

□ 共有、理解

要求区分 事業期間 □ 企画・立案、計画

個別計画 っくば市文化財保存活用計画 □ 実行

根拠法令
文化財保護法、つくば市文化財保護審議会条例 事業体制 職員のみ

市長公約

概要

事業の目的 事業の概要

教育委員会の諮問に応じ、文化財の保存及び活用に関する
重要な事項について調査し、教育委員会に建議するため。

・任期 2年の委員 10名 による会議を、年 2、 3回開催し、名
種文化財の現地調査も実施する。

・文化財保護行政において、広範な知識を持つ外部有識者に
より、適切で公平な判断を行 うと

評 価

・ 7月  会議開催、 告と今年度事業計 明

・ 12月 会議開催、今年度事業中間報告
。文化財保存活用計画の進捗管理を各会議の議題とする。
。必要に応じて会議を開催し、諮問答申や各種文化財保
ういて議論すると        ,

7 月18日

要事業
第 1 回会議開催 H30年度主要事業報告 R 1年

計画 に つ ヤヽて説 明 し 事業内谷央に つ V て意見 を

また、H30年度策定の『つくば市文化財保存活用計画』
進捗管理方法について検討した。

・ 2月 10日  第 2回会議開催予定。議題 :Rl年度事業報告、
の他

成 果
雪課題

文化財保存活用計画の進捗や各種文化財の保存・活用にて
いて、専門家からの貴重な意見を得ることができた。

審議会委員に市民委員が含まれていない。

改善目標 (R02年度にむけて)

R2年 7月 の委員改選にあたり、専門的見地からの審議ができる体制を確保しつつ、市民委員の公募・選任を検討する。

指標の推移

1

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0,0 0.0 0,0 0,0 0.0 0.0

実 績 0,0 0,0 0,0 0.0 0.0 0.0 0,0

指標の
概要

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0.0 0,0 0.0 0.0 0.0 0.0

実 績 0,0 0,0 0.0 0,0 0.0 0.0 0,0
2



指標の
概要

3

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0,0 0.0 0,0 0.0 0.0 0`0

実 績 0.0 0,0 0,0 0.0 0.0 0.0 0.0

指標の
概要

4

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0,0 0.0 0。 0 0.0 0.0 0.0

実 績 0,0 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0 0。 O

指標の
概要

5

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0,0 0,0 0。 0 0.0 0。 0

実  績 0,0 0。 0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0

指標の
概要

コス トの推移

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (決算) (当初) (当初)

財
源
内
訳

国庫支出金 (千 円) 0 0 0 0

県支出金 (千 円) 0 0 0 0

地方債 (千円) 0 0 0 0

その他 (千円) 0 0 0 0

一般財源 (千円) 164 148 228 0

事業費計 (千円) 164 148 228 0

人件費
内訳

正職員
従事割合 (人 ) 0.15 0。 15

時間外勤務 (時間 0.00 0,00

臨時職員等 (有無) 無 無

人件費 (千円) 1,059 1,059

事業コス ト (千円) 1,223 1,207

R02

年
度
当
初
嶺
算
根
拠

。文化財保護審議会委員報酬 168,000円
・会議開催に伴う費用弁償 60,000円

予算の方向性

理 由
維 持

方向性

市民ユーズ
3

今後も一定の市民■―ズが見込まれる。

市民ニーズと今後の見込み

進捗状況
4

計画通 りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいるか

市の関与
2

今後も市が実施するほうがよい。

行政が関与する必要性について

俸先度
3

他の事業に優先 して進める隊要がある。

事業の優先度はどうか



令和元年度  事務事業マネジメン トシー ト

事業 の基本情報

事務事業名 856 市管理文化財維持管理事業

戦略プラン 担当部課

係名

教育局文化財課

活用係

総合戦略 新規・継統 継続

事業分類 法定事務

01-1 13 に要す

市民参加

□ 共有、理解

要求区分 事業期間 □ 企画・立案、計画

個男町計画
づくば市文化財保存活用計画 □ 実行

□ 評価・検証

根拠法令
文化財保護法、茨城県文化財保護条例、つくば市文化
財保護条例

事業体制 一部委託

市長公約

概要

的 事業の概要

市内に所在する国・県・市指定や国登録その他の文化財、
同知の遺跡等を次世代に良好な状態で継承することを目的と
して、必要に応じた保護と維持管理を行うとともに、活用¢

ために必要な措置を講ずる。

°
萱修伝花奮撃倫姿げ霧蓋警稀答藍索蓄含難薮隻罷毎蓄福蓼
に維持・管理・整備等を行う。

・市指定史跡保存のための民有地の賃貸借や、史跡整備に腰
する団体に加盟し情報収集や意見交換を行う。

評価

事業計画 活動実績

・市内1こ
｀
所在する、国7件・県29件・市83件の指定文化財、

23件の国登録文化財( 1件の市認定地域文化財、及び627

か所の周知の造跡(埋蔵文化財)の適切な維持管理

①市有、管理物件の土地賃借 ,草刈り (年度当初に契約、
通年)、 必要な場合の修繕

②指定文化財等⌒の説明板設置 (上半期)

③文化財保護団体への参加
④文化財指導員その他必要な業務

・金田官衛遺跡、日向廃寺跡、Jヽ田城跡、人幡塚古墳、手子
生城跡等の草刈り等を行つた。また、日向廃寺跡用地を領
借し、一般の見学などの利用に供した。

・栗原の慶長板碑の解説板の文字が読めなくなつているたE
修繕を行つた。

・全史協関東地区協議会の総会、研修会に参加し、国への瞬
情活動も行つた。

1市指定文化財の指定名称の見直し、指定基準について検計
した。

指定等文化財 適切にできた。また、指定文
できた。の修繕を行 うことが

にむけて)

指標の推移

1

指標名 管理文化財件数 (  件   ) 活動指標

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 9。 0 9,0 9.0 9,0 10.0 10。 0 10.0

実 9,0 9,0 10.0 10.0 10,0 10.0 0.0

指標の

概要
市が直接に草刈り。修繕等の維持管理をする文化財の件数

指標名 ( )

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 0.0 0,0

実 績 0,0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
2



指標の
概要

3

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0,0 0,0 0,0 0.0 0.0 Oi 0

実 績 0,0 0.0 0。 0 0。 0 0。 0 0,0 0.0

指標の
概要

4

生________  )
H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 010 0.0 0.0 0.0 0.0 0。 0

実 績 0,0 0.0 0.0 0。 0 0,0 0.0 0.0

指標の
概要

5

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0,0 0.0 0。 0 0.0 0。 0 0。 0

実  績 0。 O 0。 O 0。 0 0,0 0.0 0,0 0.0

指標の
概要

壼ス トの推移

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (決算) (当初) (当 初)

財
源
内
訳

国庫支出金 (千 円) 0 0 0
千
0

県支出金 (千 円) 0 0 0 0

地方債 (千 円) 0 0 0 0

その他 (千円) 16 16 38 0

=般財源 (千 円) 3,751 8,740 7,143 0

事業費計 (千円) 3,767 8,756 7,181 0

人件費
内訳

正職員
(人 ) 0。 40 0.40

時間外勤務 (時間) 250。 00 90心 00

臨時職員等 (有無)
征 征

人件費 (千円) 3,444 3,047

事業コス ト (千 円) 7,211 11,803

R02

年
度
当
初
積
算
根
拠

・報償費100千円

・肇欝費:49卒 日①消耗品13,000円  ②F「用J,醍本費6,000円  ③HF管理1指定文化j材修繕】辟300,000円

:三目懲魯彗触
0.落

尾文花群嚢績独ぷ寝蔓醤竺曇旦褒蔦静篤鶉
借地面積1,2,,∬ ×550円 /nf=706す 750円

。負担金補助及び交付金と,339千円
※歳入 行政財産使用料38千 円

予算の方向性

理 由

植栽維持管理委託料の大幅な増額が避けられないため。

拡充

方向性

市民ニーズ
3

今後も一定の市民ユーズが見込まれる。

市民ニーズと今後の見込み

進捗状況
4

計画通 りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいるか

市 の関与
3

法令等により、市の実施が定められている。

行政が関与する必要性について

優先度 法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

事業の優先度はどうか



令和元年度 事務事業マネジメントシー ト

事業の基本情報

事務事業名 860 小田城跡保存事業

戦略プラン I 3 3 文化財保弓の 担当部課

係名

教育局文化財課

県存係 。活用係

総合戦略 新規・継統 継統

事業分類 任意的事務

目 01-100503-15

市民参加

□ 共有、理解
F業期間 □ 企画・立案、計画

個別計画 史跡小田城跡保存整備基本計画、つくば市文化財保存
活用計画

□ 実行

□ 評価 。検証

根拠法令
文化財保護法 事業体制 一部委託

市長公約

概 要

事業の目的 事業の概要

中世常陸の一大中心地だつた、国指定史跡 「小田城跡」を

土地買収により保存し、歴史公園として活用できるよう復Л

整備するため。

。土地買収は、文化庁長官に現状変更を許可されない土地等
で実施し、H10年度までに史跡南半の市街化調整区城約
■haが ほぼ終了し、現在は北半の市街化区城で概ね毎年 1

筆を買収する。
・復元整備は、H21～27年度に、史跡 (約22ha)中心の本丸
跡を主とする遺構整備ゾーン (約 4.2ha)で実施し、合わせ
て展示機能を持つ案内戸つ子を建設する。

評 価

事業計画 活動実績

・史跡内2,126だの公有化及びそれに伴う測量や鑑定などを
実施―し、8月 までに地権者交渉で合意、年内に基記、支秘
いを完了し、年度末までに土地の引き渡しを受ける。

史跡内2,126Hfの公有化及びそれに伴う測量や鑑定などを
実施し、 8戸 までに地権者交渉で合意した。教育委員会へα

報告や税控除のための税務協議を行い、12月 に契約、登記を
完了させた。

成果 課題

小 田城跡歴史ひろば遺構復元ひろば北側隣接地を購入でき

たことにより、史跡小田城跡の保存を行うことができたとと

もに、今後の活用の用地となる。

改善目標 (R02年度にむけて)

指標の推移

1

指標名 整備工事の進捗率 (H28ま で光 (   %   ) 成果指標

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 Ⅲ R01年度 R02年度

目標値 80,0 100.0 100.0 0。 0 0.0 0.0 0,0

実 績 80.0 98.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0,0

指標の

概要
整備工事の進捗率

指標名 (   ∬   )土地買収面積 (H29以降) 活動指標

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0.0 0,0 870.0 750,0 2,126.0 0,0

実 績 0.0 0.0 0,0 992.0 748.0 2,135,7 0,0
2



指標の
概要

史跡保全のための土地買収面積

3

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0。 0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0

実 績 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 0.0

指標の
概要

4

絲 名 (

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 010 0.0 0.0 0.0 0。 O 0.0

実 績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0

指標の
概要

5

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0。 0 0.0 0。 0 0,0 0,0 0.0

実 績 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 0.0 0.0

指標の
概要

ヨス トの推移

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (決算) (当初) (当初 )

財
源
内
訳

国庫支出金 (千 円) 27,176 22,648 22,443 0

県支出金 (千 円) 0 0 0 0

地方債 (千 円) 0 0 0 0

その他 (千円) 5,487 0 0 0

一般財源 (千円) 1,314 5,672 6,020 0

事業費計 (千 円) 33,977 28,320 28,463 0

人件費
内訳

正職員
従事割合 (人 ) 0。 15 0,15

時間外勤務 (時間) 60.00 30.00

臨時職員等 (有無)
征 征

人件費 (千 円) 1,208 1,134

事業コス ト (千 円) 35,185 29,454

R02

年
度
当
初
積
算
根
拠

智覆暴纂 鵜名昂干騎躍】評協、補償鑑定躍8千D
I: 至託鮎入費

759竜
「3`弟洋季脇 購入)

畿歳父
償

含庫補既
g呪

21経畠昂干陀 経費28,054千 円の80%)

予算の方向性

維 持
理 由

ズ 今後も一定の市民ニーズが見込まれる。
3

市民ユーズと の み

進捗状況
4

計画通 りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいるか

市の関与
2

今後も市が実施するほうがよい。

行政が関与する必要性について

優先度
2

継続 して実施する必要がある。

事業の優先度はどうか



令和元年度  事務事業マネジメントシー ト

事業の基本情報

事務事業名 861 小田城跡保存整備委員会事業

プラン 担当部課

係名

教育局文化財課

保存係 。活用係

総合戦略 新規・継続 継続
′
事業分類 任意的事務

01-100503-15

市民参加

■ 共有、理解

要求区分 ■ 企画・立案、計画

個丹叫計画 史跡小田城跡保存整備基本計画 日 実行

■

根拠法令
文イビ財保護法 事業体制 職員のみ

市長公約

概 要

事業の目的

文化庁の指導により、 「小田城跡」の保存・活用及び確護

調査事業を、総合的 。効果的に推進に進めるための指導組綱

が必要なため。                ヽ

・構成員は地元住民代表・市議会代表 。専門研究者等で、塗
有化 。発掘調査 。復元整備・管理活用 。その他必要な事琴
について協議する。

・特に専門的事項は別に専門部会を置いて指導を受ける。

評価

事業計画 活動実績

・事業の経過に伴い、本委員会を 1回、専門部会を2回実施

する。

。保存整備事業の整備工事が平成28年度で、発掘調査が平成
30年度で終了したことから、保存整備委員会も今年度で一週

休止とした。
・数年間実施 してきた発掘調査の内容を、報告書作成に卜′黎し

て検討するため、専門部会を 1回実施 した。令和 2年 (202(

年)1月 24日
。本委員会は、実施 しなかつた。

成 果 課題

委員会を実施して
ついて持、今後の小
言を得ることができ

、調査報告書における調査内容の評価に

田城跡保存活用事業についてt有効なり
た。

改善目標 (R02年度にむけて)

指標の推移

1

指標名 )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0,0 0.0 0,0 0,0 0。 0 0.0

実 績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0

指標の

概要

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0,0 0,0 0,0 0.0 0.0 0.0

実 績 0,0 0.0 0,0 0.0 0,0 0,0 0:02



指標の
概要

3

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0.0 0。 0 0,0 0,0 0.0

実 績 0,0 0。 0 0.0 0.0 0,0 010 0。 0

指標の
概要

4

指標名

H26年度
i

H27年度 H28年度 H20年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0。 0 α 0 0.0 0,0 0,0 0.0 0.0

実 績 0。 0 0,0 0.0 0。 0 0。 0 0.0 0。 O

指標の
概要

5

指お票名

H26年】 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 'R01年度 R02年度

目標値 0。 0 0.0 0。 0 0.0 0.0 0.0 0.0

実  績 10,0 0.0 0.0 0。 0 0.0 0.0 0。 0

指標の
概要

コス トの推移

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (決算) (当初) (当初)

財
源
内
訳

国庫支出金 (千 円) 0 0 0 0

県支出金 (千円) 0 0 0 0

地方債 (千 円) 0 0 0 0

その他 (千 円) 0 0 0 0

一般財源 (千円) 195 85 0 0

事業費計 (千円) 195 85 0 0

人件費
内訳

正職員
従事割合 (人 ) 0.05 0.05

時間外勤務 (時間) 0.00 0.00

臨時職員等 (有無) 無 無

人件費 (千 円) 353 353

事業コス ト (千円) 548 438

R02

年
度
当
初
積
算
根
拠

な し

予算の方向性

理 由

保存整備事業の整備工事が平成?8年度で、発掘調査が平成30年度で終了したことから、保存整備委

員会も今年度です旦体止とした。
廃止

方向性

市民ニーズ
1

ニーズはほとんどない、又は不明である。

市民ニーズと今後の見込み

進捗状況
4

計画通 りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいるか

市の関与 今年度で事業が終了する。

行政が関与する必要性について

優先度 法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

事業の優先度はどうか



令和元年度 事務事業マネジメントシー ト

864 金田官衛遺跡保存事業

の

局文化財課

□ 共有、理解
□ 企画・ 立案、計画
回 実行

・H15年度に都市基盤整備公団、茨城県、つくば市の で締
結 した「党書」 及び回21年度にUR都市再生機構とつく

評価

託

□

ば市の間で締結 した党書の内容を る「協定」によ具体化す
り、史跡内の公有地除く約7.lha を、国庫補助を受けて同
機構からH22～38年の12年計画で買収す る。

事務事業名

戦略プラン I 3 3 文 担当部課

係名

新規・継統総合戦略

事業分類 任意μ
予算科目 01-100503-17

要求区分 事業期間 3年度

個別計画
つくば市文化財保存活用計画

市民参力日

根拠法令
｀ 文化財保護法 体制

事業の目

中根・金田台特定土地区画整理事業内の 用
まれる国指定史跡 f金田官衛遺跡」の土地を保存する。

5 月 鑑定意見書 を依頼 2 筆 6 500. 04nf し H22年度か らの 累計面積が約
月 ま と土地購入を合意7 で UR 1ha とな つ た b

9 月 議会で財産取得の 議会議決を受 けて 土地の号| き渡 4～ 7月  買収に際して契約相手方のURと 協議
5・ 6月 鑑定意見書作成業務を実施
7月  URと の売買が合意
3月 仮契約
9月  議会議決を得て本契約が成立、土地引渡
10月  登記事項の変更完了
1月 未指定地 3筆の追加指定を国に意見具申

を受け る

史跡指定地のうち約
の区画整速事業完了

6, 500 nf を購入
昨年度 イこよ り Hl 5年度の 史跡指定イこ

あた り同意が得 られ なカ つ た 民有地 1 285, 48 し
とな つ た ため 今年度内イこ国 の 追加指定を受ける

良好な形で円滑に進行するという効果も図れた。

土地買収により文化財 むとともに、 今年度内を計画した追加指定の完了
となり、来年度予定していた追加指定地の購入に日

がR2年度11月 の

となつた。

目 R02年度にむけて)

H30年度H28年度 度

目
1

wRと の協議を綿密に行いながら、国庫補助金の変更 請や議会への議案提出の時期等を計画する。

指標名 累計上

度

指標の

概要
買収対象面積約7.haに対する当該年度までの累計面積

H26年度

ha

R01

活動
H27年度

2.4

2.42.0

2.0

3.0

3.1

3,7

3.7

4。 3

4.4

6.0

5。 1

6.6

0.0

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度
目標値 0.0 0,0 0.0 0.0 0,0 0.0 0.0
実 績 0。 0 0,0 0.0 0.0 0.0 0,0 0,0

2



指標の
概要

3

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度

目標値 0.0 0。 0 0.0 0.0 0。 0 0.0

実 績 0.0 0.0 0,0 0.0 0,0 0.0

指標の
概要

4

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度

目標値 0。 O 0.0 0。 0 0。 0 0.0 0.0

実 絞 0.0 0。 0 0.0 0.0 0,0 0.0

指標の
概要

5

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度

目標値 0.0 0,0 0.0 0.0 0.0 0。 O

実 績 0.0 0。 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

指標の
概要

F不 上の推移 l

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (決算) (当初 ) (当初)

財
源
内
訳

国庫支出金 (千円) 154,770 146,675 148,596 0

県支出金 (千円) 0 0 0 0

地方債 (千円) 29,000 33,000 93,400 0

その他 (千円) 0 0 0 0
二般財源 (千 円) 9.693 3,669 3,750 0

事業費計 (千 円) 193,463 183,344 185,746 0

人件費
内訳

正職員
従事割合 (人 ) 0。 20 0。 20

時間外勤務 (時間) 0,00 10,00

臨時職員等 (有無)
4と 無

人件費 (千円) 1,412 1,437

事業コス ト (千円) 194,875 184,781

R02

年
度
当
初
積
算
根
拠

役務費 495千円 (不動産鑑定手数料)

公有財産購入費 185,251千 円 (保存用地購入)

※歳入
国庫補助金 148,596千 円 (史跡等買上げ事業 。対象経費の80%)
金田官衛遺跡用地取得事業債 34,700千 円 (市負担分の00%)

予算の方向性

理 由
維 持

方向性

市民ニーズ
3

今後も二定の市民ニーズが見込まれる。
市民ニーズと今後の見込み

准 捗 渋 汎
3

やや遅れたが、今年度の実施計画を達成 した。
事業が計画的に進んでいるか

市の関与
2

今後も市が実施するほうがよい。
行政が関与する必要性について

徳先度
3

他の事業に優先して進める必要がある。
事業の優先度はどうか

0.0

0。 0

0,0

0.0

0.0



令和元年度 事務事業マネジメントシー ト

事業の基本情報

事務事業名 857 民有文化財補助事業

蝉晩μ争プラン 担当部課

係名

教育局文化財課

活用係

総合戦略 新規・継統 継続

事業分類 任意的事務

01-100503-13 文化財維持管理に要する経費

市民参加

□ 共有、理解

要求区分 事業期間 □ 企画・立案、計画

個別計画
つくば市文化財保存活用計画 □ 実行

□

根拠法令
文化財保護法、茨城県文化財保護条例、つくば市文化

財保護条例

事業体制 補助金 (直接)

市長公約 73

概 要
の 目

市内に所在する国・県・市指定や国登録文化財を次世代に

良好な状態で継承するための各種経費のうち、必要に応じた

経費を補助することで、当該文化財を保護するため。

・指定・登録文化財の管理・修理について、所定の手続を行
いながら、その経費の一部を予算の範囲内で補助する。

事 ; :計画 活動実績

・ 5月  市指定無形民俗文化財の活動費補助申請を受付け狡
付決定、3月 までに実績報告を得る。

・国県市指定・登録文化財のき損等が秦生した場合の修理鑽

.讐卑罫警廊な阜狛となる筑波山神社神橋の修理費補助は、
10月 末に完了できるよう、所有者・施工業者と協議して運
める。

・市指定民俗文化財 2件 (上境ひょつとこ、百家竜水万灯)

の保存事業に対して補助した。
・国重要文化財大塚家住宅の火災報知器点検事業に対して符
助した。
・■29年度から継続していた県指定文化財筑波山神社神橋で
の修理費補助が■月に完了した。
。その他、市指定文化財大つげの大規模剪定、台風15号で¢

被害を受けた市指定文化財薬師堂の修理に対して補助した。

成 果 課題

民有の指定文化財について、適切な保存 ,維持管理・修邁

ができるように支援ができた。

目 (R02年度にむけて)

指標の推移

1

指標名 )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

日標値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

実 績 0,0 0.0 0.0 0,0 0,0 0.0 0,0

指標の

概要

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0,0 0,0 0,0 0.0 0.0

実 績 0,0 0.0 0.0 0,0 0.0 0.0 0.02



指標の
概要

3

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 0.0

実 績 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 Of O 0.0

指標の
概要

4

指標名 (      )
H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 010 0.0 0.0 0`0 0。 0 0.0

実 績 0.0 0,0 0,0 0,0 0.0 0.0 0.0

指標の
概要

5

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0。 0 0。 0 0.0 0。 O 0.0

実  績 0.0 0,0 0,0 0,0 0.0 0。 0 0.0

指標の
概要

コス トの推移

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (決算) (当初) (当初 )

財
源
内
訳

国庫支出金 (千 円) 0 0 0 0

県支出金 (千 円) 0 0 0 0

地方債 (千 円) 0 0 0 0

その他 (千円〉 0 0 0 0

一般財源 (千 円) 25,683 4,288 1,271 0

事業費計 (千 円) 25,683 4,288 1,271 0

人件費
内訳

正職員
従事割合 (人 ) 0.25 0。 20

時間外勤務 (時間) 0。 00 0.00

臨時職員等 (有無) 無 征

人件費 (千 円) 1,765 1,412

事業コス ト (千 円) 27,448 5,700

R02

年
度
当
初
積
算
根
拠

補助金 1,271千円 (指定文化財修繕300千円、大塚
        緩孟早尚)民俗文化財保存240千円、大塚家准

予算の方向性

理 由

県指定文化財筑波山神社神橋の修理補助が完了したため。

縮小

方向性
ニーズ

市 ―ズと今 の見込み
3

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

進捗状況
4

計画通 りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいるか

市の関与
2

今後も市が実施するほうがよい。

行政が関与する必要性について

俸先度
2

継続 して実施する必要がある。

事業の優先度はどうか



令和元年度  事務事業マネジメン トシー ト

事業の基本情報

866 文化財農示講座等事業事務事業名

3 文化財保再|の推進戦略プラン I 3 担当部課

係名

教育局文化財課

活用係

新規・継統 継統

事業分類 任意的事務
総合戦略

01-100503-18 用に要する ■ 共有、理解予算科 目

事業期間 □ 企画・立案、計画要求区分
□ 実行

□ 評価・検証

市民参加
つくば市文化財保存活用計画

個別計画

一部委託事業体制

市長公約 72根拠法令
文化財保護法、市教育振興計画

概 要

事業の概要事業の目的
。展示施設や市庁舎を巡る巡回企画展を開催し、テーマに継
つた講演会等を実施          、

・古文書読解等の文化財講座の実施
・平沢官衡遺跡歴史ひろば、小田城跡歴史ひろばにおける長

跡活用催事の開催

県内でも有数の内容を誇る市の歴史や文化財に対する市ヌ
の関心や郷土愛を育むととも観光等へ活用することで市のフ
ロモーションに寄与するため。

評価

画
。「万葉の時代のつぐば」巡回企画展 (1,442人 ※2/4時 )。

官衛遺跡周辺歴史ウォーキング(14人 )・ 講演会 (83人 )

。前 。後期各 8回の講座を開講し、計54人が参加

・平沢官衛遺跡で、春の建物開扉 (約 1,600人 )・ 夏のライ ト

アップ(約 600人)。 ちびつ子博士開扉 (約 1,OoO人 )。 私の

開扉 (約 900人 )・ 冬の芝文字と防火訓練 (116人)を実施
,小 田城跡で、春のキャン ドルナイ ト・秋の大護摩法要と

陣 (約400名 )と 冬のどんど焼きと冬の陣 (約 2,000人)を

P造跡地図を更新して刊行

中心とする展示施設等での巡回企画展及びテーマ

.θ£看腎詈a電?腎笹各 8回古文書読解等の文化財講座

開講
。四季毎の平沢官衛遺跡歴史ひろば・小田舛跡歴真ひろば
おける史跡活用催事の実施

・遺跡地図を現行のH13年度版から最新の内容に更新し、活

用資料として刊行

課題成 果

!天候等により来場・者数が少なかつた催事もあつたが

財展示施設での催事・講座・企画展の実施によつて歴史や致

化財に対する市民の関心や郷土愛を育むとともに、観光やシ

ティプロモーション等の活性化に寄与することができた
・遺跡地図を18年ぶりに更新し、活用資料を充実させること
が で 共 た ^                        _

各文イと

改善目標 (R02年度にむけて)

指標の推移
活動指標企画展開催に伴 う講演会等の回数 (   回    )指標名

R01年 R02年度H29年度 H30年度H27年度 H28年度H26年度
2,0 2.02.0 2.02.0 2.0目標値 2.0
2.0 0.02,0 2.02.0 2.0実 績 2.0

1

指標の

概要
企画展のテーマに沿つた講演会や体験講座の開催 日数

指標名 (      )
H30年度 R01年度 R02年度H28年度 H29年度H26年度 H27年度

0,0 0,0 0,00.0 0.00.0目標値 0,0
0.0 0,0 0.00.00,0 0,0実 績 0.0

2



指標の

概要

3

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目移i値 0.0 0。 O 0,0 0.0 0.0 0,0 0.0

実 績 0.0 0,0 0.0 0.0 0,0 0.0 0.0

指標の
概要

4

指標名 ( )

I126年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 010 0.0 0.0 0。 0 0.0 0.0

実 績 0,0 0.0 0,0 0.0 0.0 0,0 0.0

指標の
概要

5

指練名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度
・

H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 010 0.0 0.0 0,0 0.0 0.0

実 績 0.0 0.0 0.0 0.0 0。 0 0.0 0.0

指標の
概要

コス トの推移

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (決算) (当初 ) (当初)

財
源
内
訳

国庫支出金 (千円) 1,000 2,162 1,387 0

県支出金 (千円) 0 0 0 0

地方債 (千 円) 0 0 0 0

その他 (千円) 159 159 116 0

一般財源 (千円) 2,601 3,274 2,582 0

事業費計 (千 円) 3,760 5,595 4,085 0

人件費
内訳

正職員
従事割合 (人 ) 0。 70 0,75

時間外勤務 (時間) 350,00 150。 00

等 (有無) 有 有

人件費 (千 円) 5,809 5,666

事業コス ト (千円) 9,569 11,261

R02

年
度
当
初
積
算
根
拠

。臨時職員賃金 1,837千 円 (資料作成補助等)

1自豊急 i寺;ヨ甘島ぞζζζf撃積亀肺き帝歳岳二]
・賃借料 18千円 (展示品運搬用自動車賃借)

450千円)

予算の方向性

理 由

Rl年度に遺跡地区l刊行が完了したため

縮小

方向性

市民ニーズ
5

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

市民ニーズと今後の見込み

進捗状況
4

計画通 りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいるか

市の関与
2

今後も市が実施するほうがよい。

行政が関与する必要性について

優先度
2

継続 して実施する必要がある。

事業の優先度はどうか



令和元年度 事務事業マネジメン トシー ト

事業の基本情報

865 学校での伝統文化教育支援事業事務事業猪

3 3 文化財保罠|の推進戦略プラン I 担当部課

係名

教育局文化財課

保存係・活用係

新規・継統 継続

事業分類 任意的事務
総合戦略

用に要する El 共有、理解予算科 目 01-100503-18

事業期間 □ 企画・立案、計画要求区分
□ 実行

□ 評価・ 検証

市民参加
つくば市文化財保存活用計画

個別計画

事業体制 職員のみ

市長公約根拠法令
文化財保護法て教育基本法

概要
の 要の目的

・出前講座・文化財施設見学説明
・学校教諭対象の説明研修会の開催    、
。つくば市の歴史や文化財を、教育現場で活用しやすい形に

まとめるとともに、伝統文化教育を支援する各種教材を辞

校に提供                    十

「歴史 。文化教育」は、教育日本―を目指して始まつた
つくばスタイル科」の7本柱の一つに挙げられ、また改正教

奇基本法等でも重視されていることから、県内でも有数のお

容を誇る市の歴史や文化財を、学校教育の中で市内の子供道

に伝えるため。                   '

評価

。市内外の小中学校への出前講座や展示施設での説明案内を
29回 (見込み)及び市内高校での講座 2回を行つた。
・学校教諭対象の説明研修会を8月 に開催し、47名 が参カロし

た。
・夏休み期間中、文化財展示施設 4館をちびつ子博士事業の

対象施設としたほか、自由研究相談室を2日 間開催したも
・パンフレット類は、小田城跡歴史ひろばの学校向けパンフ
レットを,,000部印刷予定である。

・出前講座 。文化財施設見学説明
r夏期に学校教諭対象の説明研修会の開催
。つくば市の歴史や文化財を、教育現場で活用 しやすい形に

まとめるとともに、伝統文化教育を支援する各種教材を専

校に提供
・夏休み期間中、文化財展示施設 4館をちびつ子博士事業て

i景語攣藍基望み野愛笹賢森象警含浄発籍象を開催し、学漕
を支援する。

課題成果

児童数の増加や教総バスとの兼ね合いで施設見学が困難な専
後のために出前講座を通知したが、貸し出せる民具の点数が

限られることから、学校のニーズに答えられないことがあt
た。

歴史資料や文化財に触れ

くの児童 。生徒たちが郷

る機会を手教・支援することで、参
上に関心と愛着を持つ機会を増やサ

ことができたも

にむけて)

に、出前講座の内容をマニュアル化する。見学の出前講座の通知をする際に、できることを詳細に通知するとと

指標の推移

指標名 講座・説明件数 )

R02年度H30年度 R01年度H28年度 H29年度H26年度 H27年度
30.0 30,0 30.025,0 25,025。 O 25,0目標値
30。 0 31,0 0,027.0 34.027.0 30.0

指標の

概要
学校対象に行 う出前講座や展示施設見学説明の件数

1

活動指標研修会の開催件数 (  件   )指標名
H30年度 R01年度 R02年度H29年度H27年度 H28年度H26年度

1,0 1,0 1.01,01,0 1,0目標値 1,0

1.0 0.01,0 0.02.0 1.0実 績 2.0
2



指標の

概要

学校教諭対象の説明研修会の開催

3

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0.0 0,0 0.0 0.0 0,0 0。 0

実 績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0

指標の
概要

4

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0。 0 o:0 0,0 0.0 0。 0 0.0 0。 O

実 績 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 0,0 0,0

指標の
概要

5

指標名 (                         )  _

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0。 O 0.0 0.0 0。 O 0.9

実  績 0.0 0,0 0.0 0。 O 0.0 0.0 0.0

指標の
概要

コス トの推移

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (決算) (当初) (当初)

財
源
内
訳

国庫支出金 (千円) 0 0 0 0

県支出金 (千円) 0 0 0 0

地方債 (千円) 0 0 0 0

その他 (千円) 0 0 0 0

一般財源 (千円) 184 210 190 0

事業費計 (千円) 184 210 190 0

人件費
内訳

正職員
従事割合 (人 ) 0.50 0。 50

時間外勤務 (時間) 50。 00 30,00

臨時職員等 (有無) 無 征
小

人件費 (千円) 3,654 3,604

コス ト (千円) ,,838 3,814

。需用費 190千 円 (学校支援用 り‐フレット印刷代)

R02
年
度
当

初
積
算
根
拠

予算の方向性

理 由
維 持

方向性

市民■―パ 4
十分に高く、今後も変わらずにあると見込主れる。

市民ニーズと今後の見る
一進捗状況

4
計画通 りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいるか

市の関与
2

今後も市が実施するほうがよい。

行政が関与する必要性について

優先度
2

継続 して実施する必要がある。

事業の優先度はどうか



令和元年度  事務事業マネジメントシー ト

事業の基本情報

事務事業名 983 文化財サポーター事業

戦略プラン 担当部課

係名

教育局文化財課

活用係

総合戦略 新規・継統 新規

事業分類 任意的事務

予算科目 01-100503-18 に る

市民参加

■ 共有、理解

要求区分 事業期間 □ 企画・立案、計画

個男町計画
つくば市文化財保存活用計画 ■ 実行

□ 評価・検証

根拠法令
事業体制 職員のみ

市長公約

概 要

事業の目的

市民が歴史や文化財に触れる機会、市の文化財行政を知る

磯会を作ることを目的とする。

。ボランティア育成を目的とした講座を行い、講座参加者¢

中から、展示施設や文化財の解説のはか、学校支援業務^
の協力、文化財の見回り、イベント時の補助、展示作成睛
の補助などを行えるサポーターの育成を目指すと

評価

事夢 活動実績

。前半
・後半

文化財サポーターの仕組みや講座内容を
サポ‐夕‐育成のための講座を実施し、
する。

検討
人材を育成

・ 8月  事業の内容を定めて着手。
CH月 ～ 1月  容田部・桜地区の解説ができることを目標と
した第 1回解説ボランテイア養成講座を開催し、修了者のう
ち希望者を登録。受講者n名、登録者10名 。
・ 1月

′
解説ボテンティア要項を制定。

・2月 展示解説等へのボランティア参加開始 (予定)。

・年間を通じて、民間のボランティア団体「小田城親衛隊」
と連携し、小田城跡での解説 :イ ベント補助や会員への研修

等を実施。

・ボランティア制 を新たに創設 したことで、 の事業に

民が参加し、文化財への理解と愛着を深める機会とす

みができた。                デ

。ボランティア登録者の 数を増やしていく必要がある。
・登録者がより多くの事業に参加できるよう、登録者の知

向上を目指す研修が必要となるも

改善目標 (R02年度にむけて)

解説ボランティア養成講座を定期的に開催し、登録者向けのステップアップ研修も実施する。

指標の推移

1

指標名 文化財サポーター参加人数 (   人   ) 活動指標

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 010 0,0 0.0 0,0 15.0

実 績 0.0 0。 O 0.0 0.0 0,0 10.0 0.0

指標の

概要
文化財サポーターとして活動する人数

指標名 (

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 0.0 0,0 0.0 0.0 0.0 0.0

実 績 0,0 0.0 0,0 0,0 0.0 0,0 0,02



指標の

概要

3

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0,0 0。 0 0.0 0,0 0.0 0.0

実 績 OЬ O 0.0 0,0 0。 0 0:0 0,0 0.0

指標の

概要

4

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 α 0 010 0,0 010 0。 0 0.0

実 績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

指標の
概要

5

指標名

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01 R02年度

日標値 0,0 0。 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

実 績 0。 O 0.0 0。 0 0.0 0.0 0.0 0.0

指標の
概要

コス トの推移

項 目
平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

(決算) (決算) (当初) (当初)

財
源
内
訳

国庫支出金 (千 円) 0 0 0 0

県支出金 (千円) 0 0 0 0

地方債 (千 円) 0 0 0 0

その他 (千 円) 0 0 0 0

一般財源 (千 円) 0 25 294 0

事業費計 (千 円) 0 25 294 0

人件費
内訳

(人 ) 0.00 0,80

(時間) 0.00 28。 00

(有無)
征 無

人件費 (千円) 0 5,716

事業■ス ト (千円) 0 5,741

R02

年
度
当
初
積
算
根
拠

碧鱗 託議昂干臨紹鞄 猪バス賃港れ

予算の方向性

理 由

H30年度策定の文化財保存活用計画を特色づける事業であり、Rl年度が準備期間、R2年度から本格

的な実施となるため。
拡充

方向性

市民ニーズ
5

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

市民ニーズと今後の見込み

准捗状況
4

計画通りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいるか

市の関与
2

今後も市が実施するほうがよい。

行政が関与する必要性につヒ坦生_
優先度

2
継統 して実施する必要がある。

事業の優先度はどうか



令和元年度  事務事業マネジメントシー ト

事業の基本情報

863 文化財展示施設管理事業事務事業名

戦略プラン 教育局文化財課

活用係

担当部課

係名

新規・継統 継続

事業分類 任意的事務
総合戦略

こ費 □ 共有、理解01-100503-16 展示施設予算科目
El 企画・立案、計画事業期間要求区分
□ 実行

市民参加

□ 評価・検証個別計画
つくば市文化財保存活用計画

事業体制 一部委託

76市長公約
つくば市文化財展示施設条例及び同条例施行規則

根拠法令

概要
事業の概要事業の
・収蔵資料を適切に管理し、貸出等の利用手続きを申請に応

じて適宜行う。
・施設の維持管理のため諸法令に定められた業務、植栽や設

備の維持管理、機械警備、収蔵資料の燻蒸処理等の業務を

専門業者に委託して実施し、施設を常に適切かつ良好な承
態に保つ。          .

※桜歴史民俗資料館には、桜窓ロセンターが含まれる。

史料及び民俗資料を中心とした

資料の収集・整理並びに復元整備した史跡の保存と展示を衛

う、つくば市文化財展示施設等 (桜歴東民俗資料館、出土致

化財管理センター、平沢官衛遺跡歴史ひろば、谷田部郷土姿

料館)の収蔵資料や施設の維持管理を目的とする。   '

市内から出上した文化財、

評価

活動実績事業計画

平沢官衛遺跡の束柱表示応急修繕、平沢官衛遺跡・小田辣

跡案内所の上間修繕 (予定)等を行つた。
・収蔵資料の利用は45件あつた。
・R2年度から旧豊里庁舎を保管施設とすることが決まった。

紫啓五霧こ宅寝壽写冒警啓どし握#波
東中でのジオパー

空
展

。来年度の平沢官衛遺跡保存活用計画策定について文化庁と

協議し、了解を得た。   ,｀
・施設管理では市公共施設自主点検マニュアルを運用した。

・収蔵資料及び施設や設備を適切かつ良好な状態に保ち、不

具合が生じた際は適宜修繕等を行う。
・施設の修繕計画を検討する。
・収蔵資料の貸出・閲覧等の利用、資料の写真掲載等の利舜

により、資料等を教育・研究に有効活用する。
・文化財保管施設を確保するため、協議 。調整する。
・平沢官街遺跡歴史ひろばの保存活用計画策定にむけて準研

を行う。
。つくば市公共施設自主点検マニュアルを運用する。

課題成果
、詳細な検討を今後も必要である

えてぃる。
の修繕計画につい・施設や収蔵資料を良好な状態に保つとともに、

を通じて市内外の方々に市の歴史と文化への理解を深め

らい、あわせて学術の発展に資することができた。
・各施設が多くの方に利用され、広く認識されてきた。
。長い間の課題であつた保管施設の確保について、解決の

資料貸出

も

改善目標 ( にむけて)

設修繕計画を検討していく。用計画』と連動させながら引き続き、市公共施設マネジメン ト及び『文

指標の推移

指標名 収蔵資料利用件数 )

H30年度 R01年度 R02年度H28年度 H29年度H26年度 H27年度
40,0 45,0 50.020,020.0 20.0目標値 20.0
35,0 45.0 0,041.0 56.032.0実 績 30,0

収蔵資料の閲覧 。写真撮影複写・掲載及び貸出等の利用件数

ユ

指標の

概要

指標名 )(

R01年度 R02年度H29年度 H30年度H27年度 H28年度H26年度
0.0 0.00.0 0,00.0目標値 0.0 0.0

0,0 0,00.0 0,00.0実 績 0.0 0,0
2



指標の
概要

3

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 . H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0,0 0.0 0.0 0.0 0,0 0.0 0.0

実 績 0,0 0.0 0.0 0。 0 0.0 0。 O 0.0

指標の
概要

4

指標名 ( )

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

目標値 0.0 010 0.0 0.0 0.0 0。 O 0.0

実 績 010 0.0 0。 0 0。 0 0。 0 0,0 0。 0

指標の
概要

R01

0.0 0.0 0。 0 0.0 0,0 0.0
5

0 0,0 0 0.0 0。

指標の
概要

コ

令和 1年度 令和 2年度 令和
項 目

(決算) 当

財
源
内
訳

国庫支出金 (千 円) 0 0 0 0

県支出金 (千 円) 0 0 0 0

地方債 (千 円) 0 0 0 0

その他 、 (千 円) 74 54 38 0

一般財源 (千円) 103,693 54,512 oO,676 0

事業費計 (千 円) 103,767 54,566 60,709 0

人件費
内訳

正職員
従事割合 (人 ) 0。 70 0。 75

時間外勤務 (時間) 265100 50,00

(有無) 有 有

人件費 (千 円) 5,598 5,418

事業 ,ス ト (千円) 109,365 59,984

R02

年

度
当
初
積
算
根
拠

°

1吾燿鍵五発:I:卒日 ②光熱水費3,152千円③修繕料392千円

―Ъ竃稽運搬費妄通話料)215千円 ②手数料51千円 ③桜歴史民俗資料館案内業務704千円

。宴釜給
料

::胃駆半円

:督握基為す憂感共付姓紀軍鴨
琴
愚?繊籍羅酵:象警贅羅矢晃単習甍冒銹巌発晟亀資籍季守

所自動販売機設置料等)

予算の方向性 植栽維持管理委託料の増額が避けられないため。

拡 充
理 由

4
十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

―ズと今後の 込 み

進捗状況
4

計画通 りに進めることができた。

事業が計画的に進んでいる_か __
市の関与

2
今後も市が実施するほうがよい。

行政が関与する必要性につしょ■_
優先度

2
継続 して実施する必要がある。

事業の優先度はどうか



方向性の評価の説明 
 
◆市民ニーズ （市民ニーズと今後の見込み）  

5  十分に高く、今後も増加が見込まれる。   
4  十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。   
3  今後も一定の市民ニーズが見込まれる。   
2  今後は減少すると見込まれる。   
1  ニーズはほとんどない、又は不明である。   

  
◆進捗状況（事業が計画的に進んでいるか）  

5  当初の計画を上回る進捗で事業を実施することができた。   
4  計画通りに進めることができた。   
3  やや遅れたが、今年度の実施計画を達成した。   
2  計画から遅れている。（未達成）   
1  計画から大幅に遅れている。（未達成）   

  
◆市の関与 （行政が関与する必要性について）  

3  法令等により、市の実施が定められている。   
2  今後も市が実施するほうがよい。 ※行政上の専門知識が必要であることや 
事務内容等を考えて、市が実施するほうがよい。  

1  民間等への移管を検討する必要がある。   
0  今年度で事業が終了する。   

  
◆優先度 （事業の優先度はどうか）  

3  他の事業に優先して進める必要がある。 
※戦略プラン等の重点事業である。市民生活への影響等を鑑みて、優先する 
必要がある。  

2  継続して実施する必要がある。 
 ※他の事業に優先する必要はないが、市民ニーズや市民生活への影響等を鑑み 
て、今後も継続して実施する必要がある。  

1  事業の継続について検討する必要がある。 
 ※同様の目的を持つ事業との統合や事業の廃止等を検討する必要がある。 

0  法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。   

資料１参考 



継続する取組み 新規開始・充実・強化を図る取組み・早期
担当課
自己評価

進捗評価 進捗状況に対しての意見

１ 各種文化財調査事業 12 文化財調査 12 01 各種文化財基本調査
・悉皆調査
・調査成果の報告書・パンフレット等による市民
　向けの情報発信

・市内の大学・研究機関との連携をより密に Ｂ

２ 埋蔵文化財調査事業 12 文化財調査 12 02 埋蔵文化財調査・保存
・開発対応の調整・調査業務
・業務の効率化・体制整備を検討

・史跡周辺埋蔵文化財の内容確認調査 Ｂ

15 小田城跡 15 04 小田城跡確認調査 － － Ｃ

３ 文化財現況確認事業 12 文化財調査 12 01 各種文化財基本調査 ・茨城県文化財保護指導委員との文化財巡視 － Ｂ

４ 市史編纂事業 14 市史編纂 14 ・市史編纂の基礎となる史・資料調査 － Ｂ

１ 各種文化財保存事業 11 文化財保護審議会 11 － － Ｂ

13 文化財維持管理 13 01 市管理文化財維持管理
・指定名称の見直し
・文化財の適切な維持・修理
・復元や案内板・解説板の設置等の環境整備

・市指定・認定基準を早期に検討し制度を円滑に活用
・各種文化財成果をもとに重要物件を指定制度・認定
　制度等での積極的な保護を検討
・文化財台帳内容の補充
・市内の研究所・機関と保存科学分野での連携

Ｂ

２ 史跡保存事業 01 小田城跡保存 ・小田城跡の保存上必要な土地の公有化 － Ｂ

02 小田城跡保存整備委員会 － － Ｂ

17 金田官衙遺跡 17 ・金田官衙遺跡の保存上必要な土地買収 － Ｂ

３ 埋蔵文化財保存事業 12 文化財調査 12 02 埋蔵文化財調査・保存 ・開発等手続きの徹底化 ・遺跡地図の改訂版作成 Ａ

４ 民有文化財保存事業 13 文化財維持管理 13 02 民有文化財補助
・所有者等による修理・保存事業に対する助言・
　補助金等の支援

－ Ｂ

１ 文化財普及・周知事業 18 歴史文化教育・活用 18 02 文化財展示講座等

・巡回企画展・講演会等の実施
・各種講座や講演会等の開催
・歴史ひろばで定期的にイベントを開催・地域振
　興の拠点として活用
・パンフレット等資料作成

・発掘現場見学・体験学習・民間所有文化財公開等の
実施
・市ウェブページを更新して周知
・文化財展示施設の活用施策充実

Ｂ

２ 学校での伝統文化教育支援事業18 歴史文化教育・活用 18 01 学校での伝統文化教育支援

・つくばスタイル科等授業での施設解説や出前講
　座の実施・教育研究会社会科研究部・ちびっ子
　博士事業との連携を推進
・子ども向け資料作成・社会科副読本協力

・大学・高校と連携し、大学生・高校生が海外留学生
　や小・中学生への解説を担い、両者共に歴史や文化
　財への理解を深める事業を検討

Ｂ

３ 文化財サポーター事業 18 歴史文化教育・活用 18 03 文化財サポーター
・ボランティア・市民団体と連携した事業を拡大
　・実施

・文化財サポーター育成講座の開催
・ボランティアによる民具の使い方実演や戦争・学園
　都市建設前後の体験談等の学校教育支援等プログラ
　ム化検討
・集落祭礼活性化を検討

Ｂ

４ 文化財施設管理事業 16 文化財展示施設管理 16 ・施設の適正管理
・文化財保管施設を廃校利用を視野に入れ早急に確保
・平沢官衙遺跡保存活用計画策定及び再整備事業着手

Ａ

市予算事業

『文化財保存活用計画』記載施策の進捗管理表

○評価時期：令和２年（2020年）２月・令和元年度事業実績（一部見込）

文化財の
現状や価
値を正確
に把握す
る

基本施策 施策

１

R１から市の事務事業

市史編纂

３

文化財を
適切に後
世に伝える

文化財を
市民のた
めに活用
する

２

文化財保護審議会

金田官衙遺跡保存・活用

文化財展示施設管理

15小田城跡15

進捗状況評価 凡例

Ａ めざましく進展があった Ｂ 順調である

Ｃ やや遅れている Ｄ 遅れており改善が必要で

資料２



資料 3
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資料４

100

１６２１１６２８

さくらの森33番5

さくらの森29番３

さくらの森33番2

さくらの森28番6

（追加指定予定地）

さくらの森28番7

（追加指定予定地）

令和元年度金田官衙遺跡購入地・

追加指定予定地

H30まで購入地 Ｒ１購入地 Ｒ２購入予定地 Ｒ２購入予定地



筑波山神社神橋　修理工事完了後（南西から） 筑波山神社神橋　修理工事完了後（北西から）

筑波山神社神橋　修理工事完了後（南から） 田倉三匹獅子（1985年撮影）

資料５

民有文化財修理・保存補助

大つげ（剪定前・東から） 大つげ（剪定前・南東から）

大つげ（剪定後・東から） 大つげ（剪定後・南東から）



西面を除く三方の濡縁の板を交換。 台風で被害を受けたトタン屋根を修復。

市指定文化財薬師堂修理

屋根北・西面。台風により大きく破損、他にも南面の一部が破
損。トタンの下には茅葺き屋根が残っている。

向拝柱の傾斜が進行。令和元年８月に応急措置の補強をして
いる。

向拝の垂木等は傷んでおり、木材の交換が必要。（令和元年
６月撮影）

向拝柱を直立させ、補強材を追加。腐朽した向拝垂木はすべて交換、一部を金具で補強。

濡縁の板は全体的に腐朽しており、釘も露出している。





資料７

「つくば市文化財解説ボランティア」について

１ 目的

市民等が、市が実施する文化財関係業務に幅広く参画することで、市の歴史や文

化財、文化財保存活用施策を知り、文化財保護への理解を深める機会とする「つく

ば市文化財サポーター」事業の第一歩として、文化財及び文化財展示施設の解説を

主に行うボランティアの登録制度を創設する。

将来的には事業の安定を見計らい、解説以外の一般的なボランティア制度へと広

げていく。

２ 概要

市文化財課を事務局とし、ボランティア登録した市民等から募集して文化財及び

文化財展示施設の解説やその他の保存活用事業を依頼する。

解説にあたっては一定の知見が必要となるため、解説ボランティア養成講座を修

了したことを登録の要件とする。また、「谷田部地区（及び谷田部郷土資料館）」、

「桜地区（及び桜歴史民俗資料館）」等の区分に応じた養成講座を修了した者を「谷

田部マスター」「桜マスター」と称し、それぞれの地区等の解説を依頼する要件と

する（文化財マスター制度）。

３ ボランティア登録について

（１）登録には以下の要件を設ける。

・年齢が18歳以上であること。

・いずれかの地区等の解説ボランティア養成講座を修了していること。

４ 事業の内容

当面は以下の事業への参加を主とする。

（１）展示施設の解説（当面は学校見学の多い桜歴史民俗資料館・谷田部郷土資料

館を中心とし、課員＋解説ボランティアの構成で行う）

（２）団体等の文化財解説依頼への対応（解説の経験を積んでからとする。また、

小田城跡等の既存団体があるところは既存団体に任せる）



（３）講演会等のイベント補助

（４）文化財の美化活動兼見廻り兼見学（課員が解説をしながら定期的に実施）

５ 登録者・登録希望者に対する事業の内容

（１）展示解説等で必要な専門的知見を学ぶボランティア養成講座の開催

※谷田部・桜を基礎的な講座として、毎年２回程度開催する。

（２）解説ボランティアステップアップのための研修会の開催

※谷田部・桜以外の養成講座と兼ねながら、適宜行う。

（３）文化財イベント等の情報配信

※市の事業を主に随時行う。

※ 登録者との連絡等は電子メールを基本とする。どうしても郵送での連絡を希

望する方には、郵送料等を実費で負担して頂く。

６ その他

（１） 展示解説等の市から依頼する業務は費用弁償程度（１回1,000円程度）の

有償、美化等の養成講座での知見の習得と関係なく参加できるものは無償を

基本とする。

（２） 講座及びボランティア活動は、市が加入している全国市長会市民総合賠償

補償保険の対象となる。



つくば市文化財解説ボランティア実施要項 
 

（目的） 
第１条 この規約は、つくば市教育委員会（以下「委員会」という。）と市民等が協働

して文化財の保存と活用を推進することを目的に、委員会が実施する文化財及び文

化財展示施設の解説を主とした文化財保存活用事業（以下「事業」という。）に市民

等がボランティアとして参加する上で、必要な事項について定めるものである。 
（定義） 
第２条 委員会が実施する事業に自主的に参加する個人で、第４条の規定により登録

された者を、つくば市文化財解説ボランティア（以下「文化財ボランティア」とい

う。）とする。 
（事業内容） 
第３条 文化財ボランティアは、委員会の依頼により次の事業に参加する。 
(１) 文化財及び文化財展示施設の解説 

(２) その他の文化財課が行う調査・保存・活用に関する事業 

（文化財ボランティアの養成） 
第４条 委員会は、ボランティア活動への参加希望者を対象に、文化財や文化財展示

施設の解説ができることを目的としたつくば市文化財解説ボランティア養成講座

（以下「養成講座」とする）を開催する。 
２ 養成講座は地区や展示施設毎に開催し、いずれかの地区等の講座を修了したこと

を文化財ボランティア登録の要件とし、特定の地区等の講座を修了したことをその

地区等の解説に応募する要件とする。 
３ つくば市教育委員会教育長は、養成講座を修了した者へ修了した地区等を記載し

た修了証を発行する。 
（登録） 
第５条 文化財ボランティアへの登録条件は次のとおりとする。 
(１) 年齢が１８歳以上の者。 

(２) 委員会が開催するつくば市文化財解説ボランティア養成講座を修了した者。 

２ 登録に必要な条件は、前号に関わらず教育委員会が特別に認める場合はこの限り

ではない。 
３ 登録を希望する者は、別紙に定める様式１により申込むものとする。 
４ 登録期間は、登録した年度を含めて３年度とする。ただし、１月から３月の間に

登録した場合は、４月から３年度と数えるものとする。 
５ 文化財課は、登録期間の更新に関して何らかの方法で意向確認をおこなうものと

する。 
６ 登録内容の変更を希望する場合、様式２を提出するものとする。 
７ 登録の抹消を希望する場合、様式３を提出するものとする。 



８ 委員会は、次の各号のいずれかに該当する場合、予告なく登録を抹消することが

できる。 
（１） 様式に虚偽の記載があった場合 
（２） 参加した事業において不適切な行為をおこなった場合 
（３） 特定の政治活動や宗教活動の場として事業を利用した場合 
（４） その他委員会が必要と判断する場合 

（個人情報の取扱い） 
第６条 文化財ボランティアの登録に際して委員会が提供を受けた個人情報につい

ては、委員会からの活動や研修などの募集、依頼、連絡、委員会が作成する統計情

報、保険への加入、イベント情報などの提供についてのみ使用し、第三者へ開示・

提供することはないものとする。 
（事業への参加） 
第７条 委員会は、事業への参加者を文化財ボランティアに登録した者から募集する。 
２ 委員会は、応募者から参加者を選定して参加を依頼する。 
３ 参加者募集などに関する連絡は、原則として電子メールにて行う。 
４ 文化財ボランティアは、事業に参加したときには委員会の指示に従うものとする。 
５ 文化財ボランティアは無償を基本とするが、委員会は依頼した事業の内容に応じ

て費用弁償に相当する額程度の謝礼を支払うことができるものとする。 
（活動における責任の所在について） 
第８条 原則として文化財ボランティアは自己の責任において活動に参加するもの

とする。 
２ 委員会は、事業の内容を鑑みて、必要に応じてボランティア保険等に加入するも

のとする。 
３ 第３条に掲げる事業に関係のない恣意的な行為により、文化財ボランティアが第

三者に対して損害を与えた場合、もしくは第三者と紛争を生じた場合は、委員会は

一切責任を負わないものとする。 
（研修その他） 
第９条 委員会は、登録者を対象とした研修などを、必要に応じて開催する。 
２ 委員会は、登録者に対して市内の文化財に関するイベント情報などを、原則とし

て電子メールにて随時提供する。 
（事務局） 
第１０条 文化財ボランティアに係る事業及び庶務は、つくば市教育局文化財課が行

う。 
（改定） 
第１１条 この規約は委員会により適宜改定できるものとする。 
（附則） 
この規約は、令和２年（２０２０年）１月２１日より施行する。 



資料８ 

下岩崎観音堂について 

１ 経緯 

令和元年 11 月、情報誌「プレスデン」において下岩崎観音堂の絵馬の指定・修復

及び仏像の指定の要望があることを知った。また、１月には市役所１階のパネル展

示でも、同様の要望が書かれていた。11 月以降、下岩崎観音堂について文化財課が

現地確認及び聞き取りをした内容について、中間報告をする。 

２ 由来 

下岩崎観音堂は、戦国時代末期、豊臣秀吉から小野川地区から牛久にかけて領地

を与えられた由良氏が、滅亡した小田氏の同族、岡見氏を弔うために岡見氏旧領の

谷田部から牛久にかけて建立したとされる「七観音八薬師」のうちの一つと伝わる。 

なお、記事では由良氏が戦国時代を生き残る契機となったとの逸話が伝承される

「妙印尼」を、女性の社会進出の先駆けとして大きく取り上げている。 

３ 現在の管理 

・ 建物等は、下岩崎所在の守徳寺の管理であるが、実際は下岩崎住民から持ち回

りで選任される寺総代が管理している。 

・ 地元でこれまで絵馬や仏像の保存が話題となったことはなく、後世に伝わって

いけば良いと思うが、修復が高額であれば難しいだろうとのこと。 

４ 物件の状況 

（１）建物 

・ 七観音八薬師建立の伝承では文禄元年（1592）建立とされる。 

・ 『茎崎村史』では慶安３年（1650）に根來出雲守が建立したとしている。 

・ 地元では明治時代に集落南にあった建物を移築したと伝わる。 

・ 建造物としては、古材転用の可能性はあるが近現代の改変が大きい。 

（２）絵馬 

・ 幅 120 ㎝、高さ 60 ㎝ほどの大型のもの。 

・ 大勢の女性が左手の観音様を拝む様子が描かれており、江戸時代から続いてい

た女人講に関係したものと考えられる。 

・ 建物の南面外壁、庇の下に掛けられている。塗料の剥落がみられる。 

・ 表面には作者や作成年代等の由来は書かれていない。裏面は未調査。 

・ 地元では小川芋銭に習った下岩崎住人が描いたと伝わっており、大正から昭和

初期頃のものと考えられる。 

（３）仏像 

・ 観音堂内部に５躯の仏像が納められている。 

・ 『茎崎村史』では、本尊として空海上人作とされる如意輪観世音が、寺宝とし

て長禄２年(1458)の十一面観世音が記載されている。それぞれ中央の彩色のも

のと、左手の大型のものと思われる。 

・ 時期や由来等を含めて専門家による調査が必要。 



寺宝とされる観音像か

下岩崎観音堂（南から）

如意輪観音像（本尊）

下岩崎観音堂

女人講絵馬

女人講絵馬 下岩崎観音堂内部（南から）



解脱寺本堂実測調査結果に基づく所見 (中間報告)

本報告は解体・建替工事予定の勢至山一心院解脱寺本堂 (つ くば市小田3146番

地所在)の記録保存調査について、業務委託先である株式会社里山建築研究所の中間

報告内容から抜粋したものである。

1平面        _

現在の解脱寺本堂はヽ間口7間半、奥行き6間半の平面で、中央に3間半の内陣と

外陣、両脇に脇間がそれぞれ 2間、梁間方向は、奥に2間の内陣と手前に 2F日弓半の外

陣、前に 1間の縁がつくという平面構成である。内陣、外陣まわりは、全てケヤキの

丸柱であるのに対して、外周部はスギの正角材である。

2構造

現状は、瓦葺き寄せ棟屋根である。屋根を支える主要な梁 (本梁)は、桁行方向は

内陣外陣よりも1間外側まで延びており、さらに半間の出し桁とし、さらにそこから

拮木で軒を延ばして下屋を構成している。梁間方向は、内陣と外陣に梁が架けられ、

そこからさらに半間の出し桁として、前面はそこから桔木で庇を延ばして下屋を構成

している。その本梁の上に和小屋を組んで、6寸 5分勾配で軒先は5寸も分勾配の反

り屋根となっている。床組は、石場建てで、柱が床下までのびて、床下部分は、貫で

相互にかためてある。大引が主要な柱を相互につないで足固めとなっている。 ●

3復原  :

(1)現在の内陣外陣は慶長 19年建設当初の構造である。

(2)享保 11年に、火災により屋根に損傷を受けて小屋組の改造が行われ、本梁の

一部も交換された。その際に、桁行方向および梁間方向前面に 1間の下屋が内部に取

り込まれ、そのための虹梁一紺が増設され、茅葺きの5間堂の姿となった。

(3)昭和 2年に、屋根を茅葺きから瓦葺きへ葺き替え、それにあわせて小屋組が現

在の構造に改築された。それとともに桔木によつて桁行方向両側の下屋をさらに 1聞

ずつ拡大して脇間を増築した。その結果、屋根は方形から寄せ棟へと変わり、現在の

7間堂の姿となった。



4経 年変化 に伴 う と都材の劣化

(1)内外陣周 り、外周部共に、耐震上危険 とされる V30以上南に傾いている。

(2)外周部前面は V60程度東に傾いてお り、背面は 1/60程度西に傾いている。

すなわち全体として反時計回りにねじれが生じているЬ

(3)本梁から上の小屋組が健全である一方、軸組は 1/30以上傾いているところが

多く、建具の建て付けや使用上不具合があるばかりでなく、耐震上危険とされる範囲

を超えてしヽる。1/30以上の傾きのために、主要構造の接合部に一部ゆるみや損傷が

生じている。この点からも構造強度の低下が大きい。床の不陸は、内外陣周りで最大

1/90、 外周部で最大 V30に達しており、不陸の許容値の目安とされる 1/150を大き

く上回つており、使用上支障がある。

5修 理の と指針 についてH

(1)文イヒ財としての価値からは、建設当初のものである可能性の高い、丸柱で構成

される内外陣の3間堂が、慶長年間の意匠、構造を残すものとして価値が高く、また、

それを覆う本梁の梁組も同様貴重であり、修理保存が望まれる。

(2)現状の構造の変形や不陸を考慮すると、建て起こしなどによる修理は困難であ

り、解体修理が必要である。一方で、柱や梁などの都材は健全なので、仕口等のゆる

みや損傷を補強して修理保存することは可能である。

(3)昭和の改築により桔木で増築された脇問および外周部は、構造も簡易で、変形

や劣化も大きいことから、修理保存する価値は低い。

(4)当初の屋根の構造を支えた本梁をいかして、内外陣の周りに1間の下屋が廻る

享保の姿である方形 5問堂への復原は、文化財としての価値を保持し、かつ本堂の使

用上および耐久性の点からも利点が大きい。

(5)筑波山麓の歴史的景観保全活用の観υ点にたち、国史跡平沢官衛 (古代)の復元

に加えて、国史跡小田城跡 (中世)の復元による歴史的町並み整備を視野に入れると、

現存する近世初頭の貴重な遺構である解脱寺本堂は、この地域の歴史をたどる上でも、

また筑波山を背景とした歴史的景観を構成する建築としても極めて重要であり、解脱

寺本堂をこれらの歴史的町並み整備事業の一環として修理保存することが望ましい。
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